
長崎県文化財調査報告書 第 55集

長崎県埋蔵文化財調査集報N

1981 

長崎県教 育 委 員 会



長崎県埋蔵文化財調査集報N



序

このたび，長崎県埋蔵文化財調査集報町を発刊することになりま

した。

昭和53年に第I集を刊行いたしましてから，毎年小規模調査の記

録をまとめて収録してきたわけでありますが，この間にまとめた調

査報告は14遺跡に達しております。

今回収録しました内容は，昭和47年に実施しました田崎遺跡・五

反田遺跡・山角遺跡の調査報告と，昭和54年に実施しました石鍋製

作所遺跡の年代測定の結果に関する追報であります。

地下の埋蔵文化財は，遠い祖先の生き方を示す資料でありますか

ら，私たちは，これを損ねないで次の世代に受けわたす責務があり

ます。これまでも，この原則で文化財保護行政をすすめてまいりま

したが，今後ともその保護対策の充実強化を図ってい〈所存であり

ます。

本書が，文化財の理解と愛護思想の普及に，そして学術研究の資

料として役立つことを願うものであります。

昭和56年 3月31日 長崎県教育長 柴田芳男



例 仁コ

1.本書は，長崎県教育委員会が行った下記遺跡の発掘調査報告書

である。

I 田崎遺跡

E 五反田遺跡

田 山角遺跡

平戸市 昭和46年度調査

川棚町 昭和47年度調査

波佐見町昭和47年度調査

N 石鍋製作所遺跡 大瀬戸町昭和54年度調査

2. 本書は，遺跡、ごとにそれぞれ分担執筆した。執筆者名は下記の

とおりである。

I 田崎遺跡 一一 一一一一一 合田川肇

E 五反田遺跡一 一一一一 一一一正林護・宮崎貴夫

田 山角遺跡 一一ー一一ー一一ーや 正林護

(付)滑石製石鍋の炭素測定値 一一正林護・下川達捕

3. 本書の編集は，執筆者がその責任において行い，総括編集は，

田川肇が担当した。

4. その他詳細は各稿例言を参照されたい。
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I 田崎遺 跡

一一一一平戸市津吉町所在一一一



11tl 一一一一口

1. 本報告書は昭和47年度に実施した田崎遺跡(平戸市津吉町)

の発掘調査報告書である。

2. 調査は長崎県文化財諜(現文化課)が主体となり，正林護・

田J11肇が担当し萩原博文氏および平戸市教育委員会の協力を受

けた。

3. 本報告書の執筆は田川肇が担当した。

4. 調査中の地形実測・平板実測・写真撮影等は正林・田川が行

い萩原がこれを助けた。

5. 遺物b実測・製函および写真撮影は田川が担当した O

6. 本報告書の編集は田川が担当した。

7. 今次調査の出土遺物は長崎県教育庁文化課が保管しているが，

昭和42年当時採集された遺物は長崎大学医学部解剖学第二教室

に保管しである。

8. 本報告書刊行にあたり，遺物の実測・写真撮影および報告書

掲載について心良くご了解くださいました長崎大学医学部解剖

学第二教室内藤芳篤教授に衷心より感謝の意を表します。

9. 遺物実測および写真は，特に断つてない場合はすべて実寸で

掲載しである。

10. 出土した遺物は長崎県教育庁文化課が保管している。
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国時遺跡

I 自然的背景

1.長崎県の地質
註 l

長崎県の地史を鎌田 (1971)は大略3期に区分している。すなわち第 1期は造山運動に伴う

広域変成作用が行われた時期(古生代地向斜時代)， 第2期は古第三紀より新第三紀前半にか

けての炭田生成期(第三紀炭田生成時代)， 第3期は火山の活動により火山砕屑物が堆積した

時期(火山活動時代)とし，各期所産の岩石類をそれぞれ変成岩類・堆積岩類・火山岩類に区

別している。

変成岩類の分布l土西彼杵半島と聖子母半島にあり，前者は黒色片岩(絹雲母石墨石英片岩)， 

後者は緑色片岩(縁泥石緑れん石片岩)を主体としており互層を成している。また，西彼杵半
設 2

島の特徴のひとつとして滑石・蛇紋岩を産し，古くは経筒・石鍋寺に新しくは装飾用建材に利

用されている。第三紀の堆積岩は対馬，五島，北松浦郡，佐世保，諌早，島原半島南部と広範
註3

国な分布を見せる。北松浦郡・佐世保の洞穴・岩陰遺跡はこれに依っている。火山岩類の中で

玄武岩は北松浦郡・壱岐・平戸の一部・宇久島・小値賀島・福江島と概して県北部にその広い

分布をもち，標高約300m位の比較的ゆるやかな玄武岩台地を形成している。安山岩を基盤と

する地域は主として県中央部，県南部に広く分布を見せる。現在雲仙岳だけが活動している。

|島l

九 4害事

四玄武岩類句

Eヨ安山岩類 d

[.2J流紋岩類

E3堆積岩類

Eヨ貫入岩類

区三ヨ変成岩類

o 10 20~m 
t二ニ二二三=ここ=ゴ
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Fig. I 長崎県地質問



回ib奇遺跡

2 .長崎県の地理・地形

長崎県は日本の西端に位置する。東経128
0

06'(鳥島)~ 1300 23' (島原)，北緯31058' (男女

群島) ~340 44〆(対局北部)で，経度幅2
0

17:緯度中国2046' となりその広がりはほぼ九州本土
設4

に匹敵する。しかし，その90%以上が海で，三方を固まれ多くの島棋を有する。複雑な海岸線

をもちその総延長は長く約4，000kmにも達す
註 5

る。陸地総面積は4，106.42km'でその約46%を

島唄で市めている。右図起伏図が示すとおり

平坦地に乏しく，標高 500m以下の丘陵が圧倒

的多数を占め， 1，000m級の山地は雲仙山塊と

多良山塊にしかみることがない。平野の規模

も小さく，諌早・大村・壱岐等数ケ所が比較

的大きな平野として挙げることができょう。

このような地形的特徴は農耕地に現われ，海

岸近くにまでせり出した丘陵部にその活路を

見出し，いわゆるi~々畑として活用している。
設 6

とはいえ，県全体の耕地面積は64，070hαで県

土の約16%にしかすぎない。

3 .長崎県の気候および植物相

長崎県は三方を海に囲まれ島興が多く入江

が交錯する。対馬暖流が西海岸を北上してお

り，気候は一般的に暖温帯に属し寒暖の差が

小さな海洋性を呈する。 Fig.3で見るように

年間の平均気温は雲仙岳・多良岳の山地で130

Cの等温線がみられるが，低地では14
0

C以下

になることはない。野母半島南部・五島列島
註 7

南部・島原半島南部では17
0

Cと暖かい。これ

らの等温線は海岸に沿って形成され，対馬暖

流の影響が大であることを如実に物語ってい

る。温暖な気候は降水量に影響を及し，植物

相に影響を与える。暖地系の植物が多く，南

方系植物の分布北限をみることもある。雲仙

岳・多良岳には冷温帯系の植物の生育もみら

れ，大陸系植物は他県に比して多く見られる。

曲 I IIOOm以下

ド子:11ω-100m
1;:::，:'l2加~耳目m

1';.o¥1 300-500 m 

… 1;';';';';1 5OO-1~ m 
路環 1却-1削 m

回国 1ωOm以上

図

Fig. 2 長崎県起伏函 (1/25.000地形図)
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Fig. 3 長崎県平均気温図
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田崎遺跡

4.立地環境および周辺遺跡

平戸島は県内で対馬両島・五島に次いで、三番目にランクされる大きな島で，先述したように
註8

大略安山岩を基盤とする島である。行政区画の平戸市としての面積は171.23krriである。先年，

雨竜崎と本土間に平戸大橋が架橋され本土と一体化された。

海岸線は変化に富み，深く入り込んだ良湾を多くもっ。山間部も起伏に富む。安満岳の514.3m

を最高峰に，有{首都岳・弦眼岳・扉風岳・志、々伎山と350m級の丘陵が北東から南西に続き平

戸島の骨格線を形成している。動・植物相が多く国・県指定の天然記念物も多い。平戸瀬戸に

浮かぶ周囲約 1kmの黒子島は全島が原始林として国の指定を受けている。また，安満岳中腹一

帯はニ yポンジカが棲息している。県指定天然記念物で、ある?9
入りくんだ海岸に面する丘陵部は格好の集落地であり，多くの遺跡が遺存している。現在確

認されている分布を見ると山奥部に少く，そのほとんどが海(湾)に面している。これらの遺

跡形成には時期的な差異があるとの指適もある?10
本遺跡は津吉町古田字佐賀里1163，1164， 1169， 1170に所在する。島内を縦貫する国道 383

号線が分岐し県道 156号線となって前津吉港へ東走する。この地域は島内でも屈指の穀倉地帯

で古田)11・辻川が北流し肥沃な水田を潤す。周囲の丘陵は水田として開墾され，遺跡は標高約

10m位の丘陵の先端部に形成されている。南約50mの微高上に田崎第2遺跡が確認され，ナイフ
註 11

形石器，台形石器等が採集されている己

/ 
k 
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¥ 
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Fig. 4 田崎遺跡位置図
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国i崎遺跡

註 l 鎌田泰彦(1971)["長崎県の地学」長崎県地学会 P. 170~178 

2 大瀬戸町教育委員会(1980)r大瀬戸町石鍋製作所遺跡」大瀬戸町文化財調査報告書

第 1集

3 福井洞窟，直谷洞穴，泉福寺潟穴，岩下洞穴，下本山岩陰等がある。

4 伊藤秀三(1977)["長崎県の植生」長崎県環境部自然保護課 P. 1 

5 長崎県統計協会の1979年10月1日現在の資料による。

6 向 上

7 長崎県気候図説(1960)

8 註 5に同じ

9 長崎県教育委員会(1980)["長崎県の文化財」所収。

10 萩原博文(1977) ["志々伎小田遺跡、」平戸市の文化財 9平戸市教育委員会 P.4

11 川道寛氏の教示による。

参考文献

杉原荘介・戸沢充則 (1962) ["佐賀県伊万里市平沢良の石器文化」 駿台史学 12 

2 富桝憲次・戸沢充別 (1962・1963) ["唐津周辺の細石器 I~ 凹」 考古学手帳 14， 16 

3 麻生 優(1965) ["細石器文化」日本の考古学I 河出書房

4 芝本一志・下川達弥(1966) ["伊万里湾沿岸における無土器文化J 古代学研究 46号

5 池永寛治(1967) ["鹿児島県出水市上場遺跡」 考古学集f!J 3 -4 

6 池永寛治 (1968) ["熊本県水俣市石石飛分校遺跡」 考古学ジャーナル21

7 杉原荘介・戸沢充別(1971) ["佐賀県原遺跡における細石器文化の様相」 考古学集i:1j4← 40 

8 小田静夫 (1971) ["台形石器についてJ 物質文化 18 

9 橘 昌信(1973) ["峠山遺跡」 福岡県文化財調査報告書 51集

10 橘 昌信(1973) けL1'1'1における細石器文化」 考古学論叢 1 

11 山口譲治(1974) ["板付周辺遺跡調査報告書 1J 福岡市埋蔵文化財調査報告書 29集

12 山口譲治(1975) ["板付周辺遺跡調査報告書 2J 福岡市埋蔵文化財調査報告書 31集

13 橘 昌信(1975) ["宮崎県船野遺跡:にわけるk:m石器文化」 考古学論議 3 

14 下}I1達弥(1975) ["長崎県日ノ岳遺跡の石器文化」 物質文化 25 

15 下川達弥・久村貞男(1976) ["日ノ岳遺跡」 日本の旧石器文化 3 遺跡と遺物(下)

16 麻生 優・白石浩之(1976) ["百花台遺跡」 日本の旧石器文化 3 遺跡と遺物(下)

17 副島邦弘・山口譲治 (1976) ["諸問遺跡」 日本の旧石器文化 3 遺跡と遺物(ド)

18 荻原博文 (1976) ["中山遺跡J 日本の旧石器文化 3 遺跡と遺物 nO

)

19 萩原博文 (1977) ["長崎県平戸市度島町湯牟田中山遺跡」 王子戸市教育委員会
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田崎遺跡

Tab.l 周辺遺跡地名義

na j宣 跡 種別 所 在 地

数佐第 I遺 跡 散布地 平戸市敷佐町

2 敷佐第 2遺 跡 " 
'ー " 

3 飴木古墳群 古 墳 。 船木町

4 若宮遺跡 散布地 。 下中津良町

5 大志佐遺跡 " 。 大志佐町

6 大野遺跡 " " " 
7 辻第一遺跡 " 9 辻町

8 辻第一遺跡 " " " 
9 辻古噴群 古 境 " " 
10 津音遺跡 墳 墓 。 津吉町

11 回崎遺跡 包蔵地 " 。 田崎

12 沼崎第 2遺跡 " 。
" 

』切

13 散布地 。 前津吉町

14 前惇吉山下遺跡 " " " 
15 神上第 1遺跡 " 。 神上町

16 神上第 2遺 跡 " 。 田代町

17 大志々伎遺跡A " 。 大志々伎町

18 大志々伎遺跡B h 

" " 
19 大志々伎3宮跡C " " " 
20 大芝、々 偽h口遺跡 告 " " 山口

21 丸古々伎前回遺跡 " " " 前回

22 志々伎小浜遺跡 。 。 志々伎町小浜

23 志々伎Jド宍あ宣跡 " " 。悶

24 恵古1I1~宇遺跡 墳 墓 " 。 恵古川砕

25 大浜遺跡 散布地 " " 
26 志々伎小田遺跡 " " 。 小筒

27 八幡神社遺跡 " " " 
28 志々伎隠遺跡 " " 。 隠

Fig.5 周辺地形図および周辺遺跡
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回崎遺跡

E 調査

1 .調査に至る経緯
註 1

田崎遺跡はすでにその所在は知られていたとはいえ，規模・範囲・時期等は不明瞭で、あった。

昭和42年(1967)平戸島先史遺跡一般調査が長崎大学医学部解剖学第二教室によって実施され
註 2

た。折りしも島内を縦貫する県道(現在の国道383号線)の支線として津吉町古田で分岐して

前津吉港へ東走する県道の新設工事が行われており，切断された丘陵部断面に遺物包含層がレ

ンズ状に認められ，サヌカイト製のポイントや黒耀石製の石鍛・石核・剥片等が発見された。

特に両面加工されたサヌカイト製のポイントは注目され，遺跡の主体部は道路工事によってそ

のほとんどが破壊を受けごく狭い範囲しか遺存していないとされながらも，島内における先土

器時代から縄文時代輪開にかけての遺跡として重要視された?3
一方，道路の開通と併行して遺跡およびその周辺区域の水田改良工事や住宅地造成工事等の

開発行為が危慎され，遺跡の保護，開発工事前の緊急発掘調査の必要性が生じていた。しかし，

5年間は何事もなく過ぎた。

時の住宅建設ブームはこの遺跡にまで及び，昭和47年 (1972)県文化課は開発行為に先立つ
註4

て緊急発掘調査を実施することになった。併行して同市根獅子町所在の根獅子遺跡の緊急発掘

調査(昭和47年 3 月 22 日 ~3 月 29日)も長崎大学医学部解剖学第二教室によって実施された。

付記しておく。

0調査期間 昭和47年 3 月 27B~周年 4 月 4 日

0謂査員 長崎県教育庁文化課正林護・田JII 肇

0調査協力者平戸市教育委員会森本芳憲・山本宏・萩原博文

平戸市役所松山幸吉

土 地 所 有 者 下 川 勇

註 1 樋口隆康・釣因正哉(1951)i平戸の先史文化」平戸学術調査報告 P.50所収

註 2 長崎大学医学部解剖学第二教室(l967)i平戸島先史遺跡一般調査報告(その1・平戸南部)J 

註3 正林護(1968)i平戸市田崎遺跡の遺物」九州考古学33・34 P. 18~20所収

註 4 銅銭を打ち込まれた女性頭蓋骨が出土したことで有名な弥生時代の墳墓遺跡で，文献は

註 l参照。なお，今次の調査報告は，坂田邦洋 (1973)i長崎県根獅子遺跡発掘調査」考古

学ジャーナル No.79 
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図面奇遺跡

2.調査概要

a 調査区の設定 (Fig.5，PL.1-2) 

先述の如く本遺跡は道路工事によってその主体部はすでに損壊していたが，丘陵部先端部に

形成されていたと考えられる。遺存している部分で一番残りが良いと思われる地点に，地形に

沿って大略東西に 3m X15mの調査区を設定しAトレンチとした。ほとんど遺物が出土せず，調

査途中で昭和42年当時に確認されていたレンズ状を呈する包含層である赤褐色粘質土層の北端

がAトレンチの南西端で確認されたため， Aトレンチに並行して県道との間に，更に1.5mX7m

のトレンチを 2本設定し，それそかれB・C トレンチとした。 (Fig.5，PL.1-2) 

また，石垣の下端に海抜 9.00mのK.B. M.を設置し，標高はすべてこれに依った。

b 土層 (Fig.7， PL. 2 -1 ~ 3 -1) 

現在の地形は水田耕作のため段々畑に築造しなわされているが，遺跡は丘陵上にあるため全

体的に南に傾斜している。基本的な層序はFig.7のとおり 4層に区分され，第H層と第困層の

2層が文化層である。

第 1層黒色土層 耕作土である。水田耕作のため厚さも均一化され水平に保たれて

いる。厚さ約20cm。

第H層 赤褐色粘質土層 包含層である。粘性は強く堅く良くしまっている。粒土も細い。

拳大の離を含む。厚さ約30cmo

第困層 黄褐色粘質土層 この層も包含層である。第H層と同様粘性が強く堅く良くしまっ

ている。原さ約20cm。よりレンズ状堆積を呈する。

第百層地山

これらの包含層は， B. Cトレンチ開のベルト附近を中心にして東西にレンズ状に，また，道

路を中心にして南北にレンズ状に堆積している。調査当時すでに石垣が築造されていたため切

断面の観察は不可能で、あったが，正林(1968)によると，道路南端にも約30cmの包含層が確認

されているところからみて遺跡は約300m'，位の小規模なものであったと推察される。

C Trench 日Trench

、レ、企 、b
I 1 I 

仁二二二二二二ご一一一」一一_ n I 

J ~ーーー~ー III 
J 'fl l 

日Trench A Trench 
d〆 4〆 ψ， 、b

H 1 I I 1 I 
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Fig. 7 土層模式図
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田崎遺跡

遺物の遺存状況 (Fig.ll~23 ， PL. 4-1) 

前節で触れたとおり本遺跡は丘陵の先端部という地形的にかなり狭い限られた範囲に形成さ

C 

れてい;るという特異性を有している。その限られた範聞の中での行動は，遺物の偏在性として

顕著に現われている。すなわち，本遺跡では赤褐色粘質土層と黄褐色粘質土層の 2層の文化層

が確認されているが，それらはレンズ状に堆積してわり，包含される遺物のほとんどがここに

偏在する。水平分布を見ると両層ともに約2.5m位の円内に，垂直分布は海抜9.00mの附近にあ

自然的な現象としてとらえた方が良さそうである。

さらに，文化層を個別にみると，第E層の赤褐色粘質土層に遺物のほとんどを包含し，第百

層の主主褐色粘質土層中の大半の遺物は，石器製作のための母岩たり得ない小指の頭佐の小さな

黒耀石の原石が主で，それらの中に剥片・砕片等が混在するという状況を呈している。

の原石は人為的な行動の結果と考えるより，

この偏在性は本遺跡にのみ見られるものか，

りOne-Unitとしてとらえることができょう。

これら

あるいは周辺の遺跡群がそうであるのかの確認

は今後の課題となろう。

限られた時間内

での調査ということもあり， Dot-Mapとして記録したものは 232点にとどまる。そのうち土器

今次の調査で出土した遺物の総数は表土層のものを除いて 1，922点であり，
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Fig.IO 石器組成率
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回出奇遺跡

カf細片で 2点あり，他は石器類である。石器の

製品中最も多い個体数を出土したのは石鑑で25

点、を数え約39%の高比率を占める。次いで細石

刃の13点で20%，石核，掻器と続く。(Fig.lO)

数量的に圧倒的に多いのは砕片で 1，574点、を

数え，遺物総量の82%に達する。利用されてい

る石材は黒耀石が圧倒的に多く約80%を占める。

次いで安山岩の約18%で，璃楢，水品が他に存

する。璃瑞は製品化されたものに遇していない

が，島内に産するという地域的な背景もあり，

特性としてとらえることができるのではないだ

ろうか。
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Fig.9 第困層出土の石器群
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田崎遺跡
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Fig.23 分布状況(土器)

3.遺 構 (PL.3-2)

遺物量比からみて砕片が非常に多く出土しており，石器製作社検出の可能性を有していたの

であるが，結果として遺構の遺存は認められなかった。住居社，その他の遺構についても充分

の注意を払ったものの Bトレンチで柱穴らしいピット群 (PL.3)を検出した以外は同様の結

果を得た。

ピットの平面的形状は直径 5~lOcm位の円形，あるいは約20cm位の楕円形を呈する。赤褐色

粘質土層中に掘り込まれ，その平面的配列，深度，掘り込み角度ともにまちまちで，そこに晶

定の規則性は認められない。炉祉や焼土等も未検出である。これらピット群は丘陵部南端へそ

の広がりを見せる傾向にあるが，道路により切断されているし，調査規模の些少さも相侠って

その全容を知るよしもないが，この時期における彼等の生活の一環として捉えることはできょ

う。上部構造への波及は次機に譲ることにして，ここでは一応単なるピット群として取り扱っ

ておくことにする。

-28一



国崎遺跡

4.遺物

a 土器

2片出土している。いずれも細片であり保存状態が悪く，形態・部位等を論じられる資料た

り得ないが肉眼観察可能な眼りを記述する。

a 1.5cmXl.Ocmの細片で、ある。胎土に細かい石英粒を多く含む。焼成は比較的良好の部類

に属すると思われるが，風化が著しく器面は鱗状に剥落して器壁は薄くなっている。現厚

4.5阻を計測する。色調は黒褐色を呈する。高文様・部位ともに不詳。保存状況は極めて悪いo

b これも a同様細片で風化が著しく保存状況は極めて悪い。1.5cm Xl. 2 cm， 器壁の現厚

O.5cmを計る。黄褐色の色調で胎土中に細かい石英粒を多く含む。紋様，部位ともに不詳。

b 石器

①石 鍛 (Fig.24， Ta b. 2， PL. 4 -2， 6) 

欠損品を含めて25個体(接合資料がl例あるので正確には24個体)出土している。出土した

石器群の中で量的に一番多い比率を示す (Fig.10)。 そのうちドット・マップに記載しである

15個体を図示しである O 本遺跡出土石鎮の形態的特徴はすべて無茎で，鋒部角度が鋭い二等辺

三角形を呈することである。底辺を 1とした場合の高さはすべてが1.21以上と高い比率にある。

1.85にも達する高いものもある。これらの石鍛は概して小形三角鍛の範需に区分され，最小の

ものは高さ11.5m/m，厚さ 2.5引で重さはo.1gしかない。

これらの石鍛を形態上から 5類に大別してみた。すなわち， 1類一一二等辺三角形の形態で

挟りをもたないもの， IIα類 一形態はやはり二等辺三角形を呈し挟りをもつもの， II b類一一本

来は Eα類に属すものであるが巽形のもの IIc類一一挟りをもち二等辺三角形を呈するが，底

辺と高さの比率が近似する(より正三角形に近い形を呈する)もの， m類 左右非対称の形

態を呈するもの，の 5類であるが，その他に先端部のみの出土もあるが，基部主体で選別した

ため分類からは除外しである。 以下，各類を詳細に検討してみよう。

I類 4個体の出土をみる。 Ta.72以外はすべて小形で， Ta.112は出土した石鉱群の中で

最小の数値を示すにもかかわらず入念な調整剥離が施され，底辺部には折断面が一部残ってお

り，素材の利用の仕方がそうであったのか，あるいは折損した先端部を再利用したものである

かは不明で、ある。他の折損資料と比較検討してみると，形態・法量等類似点が多いことに気付

く。底辺と高さの比が1: 1. 85と資料中一番大きい。

Hα類この資料が数量的に最多で7個体ある。定形 2，先端部欠損3，片脚欠損 1，先端部お

よび両脚欠損 1がその内訳である。底辺と高さの平均比率は1.55で整然とした二等辺三角形で

I類と同様鋭い鋒部を作り出している。 !JI"l部に直角な力が加えられ折損した資料が多い中で，

Ta.88 (Fig.24-12)は鋒部先端から力が加えられ欠損した唯一の資料である。製作過程中か
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30-



使用後の結果であるのかは判然としないo

Ta. 131 (Fig. 24-5)は折損部が接合した

資料であるが，この資料の折損時期は製作

後であり大いに興味をひかれるところであ

る。

llb類唯一例てである。(Ta.57， Fig. 24 -

13)基本的には二等辺三角形であるが，両

エッジ中央部に挟りを入れて成形しである。

黒耀石製である。

llc類 2個体出土している。 (Ta.75，8 

-5 )やはり二等辺三角形を呈するが Hα

よりず、んぐりし，より正三角形に近い形を

とる。底辺と高さの比率がそれぞれ 1:1.15， 

1 : 1.21と小さい。入念な調整剥離を施し

丁寧に仕あげである。

田類 左右非対称の形態を呈する。 3個

体出土しており，全資料とも鋒部が欠損し

ている。そのうちの 21回{本 (Ta. 42， Ta. 

8-9， Fig.24-7，8) は胴部に直角に折れ，

他 1個体、 (Ta.143， Fig. 9)は先端部から

の加圧により折損している。 Ta.8-9は良

質の黒耀石を利用している。

なお，先述した接合資料 Ta.131の鋒部

Ta.8-2は{也のチ yプ類と混同して一括し

て処理されてしまったため，出土時のデー

タを記載することができなかった。陳謝。

1 完形資料

?む実踏〉司?も3 滋~iNl

1 I 24 -15 TIl.112 

2 Ta.[同

3 I 24 - 1 T，・ 67

4 I 24 - 3 Ta. 89 

5124-4 Tn. 56 

「干 24 - 5 Ta.131 

?目 -13Ta.57 

8 24 - 6 Tn.72 

~ 

I 

a 

E b 

C 

I麗
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Fig.25 石銭分類模式図



国時遺跡

② 尖頭器 (Fig.26， PL. 5) 

本遺跡の調査目的の主眼は尖頭器の層位的確認にあったのであるが，実に残念なことながら

柳葉形の尖頭器の出土は I例も見ず所期の目的を達することができなかった。

3・4が昭和42年の分布調査の際採集され，現在長崎大学医学部解剖学第二教室に保管され

ている資料であり，すでに報告もされていることであり詳細はさけるが， 2・3その特徴につ

いて触れておきたい。 4は黒耀石で大形の縦長斜片が利用され，両面に入念な調整剥離を施し

榔葉形に仕上げている。断面は凸レンズ状を呈し，やや内写気味に作出されている。先端部は

鋭利に尖っているが摩耗が著しい。基部に自然面(打撃面と考えられる)を残すが，打癌は除

去され原形をとどめない。 5はサヌカイト製で調整剥離は 4より組く内写気味に仕上げられて

いるのは利用素材の影響でもあるのか。

1 . 2は今次の出土である。両者とも黒耀石で先端部である。 1は比較的粗い剥離で断面を

レンズ状に薄く作りあげている。 2は横泰uぎで入念な細かい調整剥離で打層を除去している。

エッヂ部にも細かい二次加工が見られる。 i賞状にやや琴曲する。

以上の如く本遺跡出土の尖頭器には，大形で、形が整った柳葉形のものと小形のものの 2種が

存在する。

③細石刃核 (Fig.27，PL. 6) 

本遺跡から出土した唯一例である。良質の漆黒色の黒耀石を利用し 5条のフルーテイングを

有する。高さl.7 cm，幅l.7 cm，厚さl.0cmの小形である。正面観はV字状をなし，左右側面

には比較的荒い調整剥離が残存する。プラットフォームは後部からの一打によりその面を形成

しており打面調整はなされていない。本資料は再生資料と考えられ，現在のプラットフォーム

からのフルーテイングはない。また，下端からのフルーテイングが1条みられるが，これは調

整時に作出されたものであろう。

④細石刃 (Fig.27，PL. 6) 

15個体出土している。完形品は 1例もなくすべて折損している。いわゆる細石刃文化を代表

する石器として形態的に整った細石刃は Ta.148(Fig. 27-7) 1例しか見当たらない。 他の

資料は第 l次剥離作業の調整剥片といった方が適切かも知れないが一応細石刃として取り扱う。

切断されている部位によってこれらを区分してみると，頭部10個体，中間部4個体，末端部 1

個体と頭部部分の残存が圧倒的比率を占める。

頭部 要するにパルプを残しているものを頭部として取り扱ったが，これらの中でも打点に

近い部分で切断されたものと比較的末端に近い部位で切断されたものの 2種類がある。最長で

13.8m/mあるが最小のものは5.25叫しかない。

中間部 7.95叫以上で最長は18.5'うらある。幅も3.75引から6.90引とまちまちであり，最小の
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ものが細石刃としての機能を果たせるかに

ついては疑問が残る。

末端部 1例あるがその幅からみであま

り大きな細石刃の末端部ではなかろう。長

さ6.95'うら，幅 3.7m/mを計る。

これらの資料は，長さ・!幅・重量ともそ

れぞ、れまちまちであるが，その厚さにおい

ては平均値1.24叫が示すとおり大略近い数

値をもっ共通点、がある。

岡崎遺跡

部位 "" 遺物"" 持図必 長さ私 信う6 厚さ弘 重量m"， 石材 トレンチ 層位 儲考

11T且looB-I0 5苗 1白 1.00 13.3 OT B E 

2 ITa-B-l1 7.00 3.85 110 20.0 " . • 
頭 3 Tι51 'g百4 9胡 415 100 26.7 • ' • 

4 ITa. Bザ 12 a85 4.90 120 33.3 • • . 
5 ITa. 90 Fig27--6 10.25 5.00 1.20 40.0 • • e 

6 ITa. s-13 8.25 5.50 Il0 40.0 • . • 
7 ! T8.. 65 Fig包7-石 1010 6.25 185 120.0 • • 3・

部 8 TI¥. D→ 14 12.40 5.50 。96 1眼。 。. . 
9 IT8.. C -1 11.25 9.40 140 200.0 " G e 

10lT且.20 Fig'27-1 13.60 4.35 140 46.7 I • B • 
11 ITIl. 45 Fig27-e 7.95 3.75 1.45 26.7 I • e • 

中 12T畠.148 Fig21--1 18.50 560 1.'0 170.0 I • . e 

「品

部 13T8.. D-15 12.90 s加 110 3&3 • • • 
141 Ta. 33 Fig27-2 9.95 6曲 、明 26.7 

" . • 
Ta. B-16 6.95 3.70 170 20.0 I • • e 

⑤彫器 (Fig.27-9~12 ， PL.7) 

4例あり 1と3が共通点を有する。すな

わち，厚さ 5m/mくらいの剥片を利用し打面

に並行するように一端からフルーテイング

を行い平坦面を作出する。その後に平坦面

の上部に 2条の小きなフルーテイングを行っている。 3は一部に表皮を残し，あまり大きくな

い円礁からの作出であろう。 2も同様に小円礁からの作出である。 4は形態的に台形様石器に

酷似する。剥片を横位置に使用し，片側縁は切断されている。エッジ部に細かい刃こぼれを観

察する。 4例とも良質の黒耀石を使用している。

⑥撞器・自IJ器 (Fig.28・29，PL. 7) 

合計で 8個体出土している。主要剥離面側からの刃部形成が多いが， Ta.142 (Fig.28-1)は

両面とも調整剥離が施されている。 Ta.130(Fig.29-3)は黒耀石の小円礁を半載し，両側縁に

主要剥離面側からかなり急角度に刃音I1を作出している。打面と反対端は尖っている。 Ta.101

他 (Fig.29-4)は比較的大形の剥片を素材とし，横位置で使用している。二等辺三角形の形態

をとり，底辺で主要剥離面からかなりの角度をつけて二次加工を行い刃部としている。また，

頂点部は両側縁の二次加工により尖っている。この資料は 3つに割れており石器接合の唯一例

である。灰色の黒耀石を使用している。 Ta.5 (Fig. 28-5)の利用石材は黒耀石であるが，出

土した石器群中最もひどいローリングを受けており，剥離の稜線が摩耗により九味を帯び、てい

る。周辺から出土の他の石器・剥片等に類例はなく，その原因は不詳である。

⑦石核 (Fig.30・31，PL. 8) 

大形石核と小形石核に区別できる。利用石材は圧倒的に黒耀石が多い。 Ta.19は最大のもの

で6crnX 4 . 5crn X 4crnある。上・下面とも平坦剥離で打面の調整を行っているが，プレイキングが

F
D
 

。a



田崎遺跡
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5 Ta. 5 

。 5cm 
Fig.28 出土石器実測図(掻器・自Ij器) I 
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Ta .16 

2 
τa. 2.92 

3 

ζ〉 Ta.130 

4 

τ--~~ 
Ta.101，119 。 5日n

Fig.29 出土石器実測図(掻器・満IJ器)2 
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出土石器実測図(石核) I 
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Fig.31 出土石器実測図(石核)2 
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Ta. 135 2 Ta.62 

に二ミ 3 Ta .85 

4 てプ Ta.37 。
5 Ta.36 

ζ3 6 Ta.17 

ζコ 7 Ta. 152 

5cm 

Fig.32 出土石器実測図(剥片) I 

-40-



屈曲奇遺跡

て〉 Ta.50 
℃ミ 2 Ta.87 

くコ 3 Ta. 94 ℃ア 4 Ta.114 

Ta.8 5 
ρ 

σ 6 Ta.129 

Ta.61 
8 

勺 7 Ta.97 
5cm 

Fig.33 出土石器実測図(急IJ片)2 
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ど〉 Ta.230 

どご〉 2 
Ta.210 

。 5cm 

Fig.34 出土石器実測函(最IJ片)3 
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Fig.35 出土石器実測図(剥片)4 
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田崎遺跡;

なされておらず未製品と考えられる。 Ta.1はある程度のフレイキング後，逆の方向に背面か

らの加撃で平坦面をつくり打面を作出した資料である。

小形の石核として明確なものは 3例 (Fig.31)あるが，黒耀石の小円礁を母材として利用し

粗割りするという共通点をもっ。Ta.204は黒耀石の小円礁を半載した後，調整剥離を行っている。

⑨ 剥片 (Fig.32~35 ， PL. 8・9)

Fig. 32・33は黒擢石小円礁の剥片である。これらは半載品もしくは対載の資料である。これ

らの一群は原材と供給と相使って作出される石器が限定されるのではないだろうか。

Ta.230 (Fig.34-1)は比較的形が整った縦長の剥片で遺存する同一方向からの数条のフルー

テイングは完成された技術を感じさせる資料である。そういった点では Ta.210にも同様のこ

とがいえる。この資料は唯一例の黒耀石の大形剥片であり，打面を上・下2方向に持つ。両エ

ッジ部に使用痕とみられる細かい刃こぼれが観察される。その他に安山岩の大形剥片も多量に

出土している (Fig.35)。

c 接合資料 (Fig.38~45 ， PL.1O~15) 

本遺跡から出土した石器数の総数は 1，920点あり，そのうち31点が接合例である (Fig.37)。

図中の個体数と合致しないのは資料をとりあげる際，同地点での同時出土は一括して一つの番

号にしたためと砕片数は第E層として一括したためによる。

A トレンチに 1例あるが他はすべてBトレンチに存し，その平面分布はあたかも粗の状態を

呈しているようであるが，前節で述べた偏在性は有している。垂直分布も同様に標高 9.00mの

位置に集中している。ここに挙げた接合資料の他に，明らかに同一個体同志の資料でありなが

ら資料不足のためかそれとも他の理由によるものか接合しない(できない)資料も数点あり，

時機をみて検討したいと考えている。

これらの接合資料は，接合すると 11例になる。

A 石核と接合する資料(個々の剥片岡志の接合でも最終的に石核に接合する資料も含む)

B一一一剥片同志の接合で石核を伴わない資料(単なる剥片の折断，目的的剥片の接合を含む)

C一一製品化されたものの接合資料 (A・Bとは趣を異にし，また他遺跡の接合例のように

製品と剥片，あるいは石核との接合という意味合いではなく，製品そのものの破砕によ

る接合を指している。)

の3類に区分でき，その数量は A2例， B 6例， C 1例となる。個々の資料についての観察概

要は下記のとわりである。本来の順序であれば剥ぎ取っていく順に記述せねばならないのであ

るが，便宜上逆の順序で説明することもありうる。
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国崎遺跡

接合資料 1 (Fig.38・39，PL. 10) 

〔接合構成資料〕石核 1 (Ta.92)，剥片 4 (Ta. 59， 126， 126， 115)砕片 1(Ta.92) 

〔接合状況〕 本来はひとつの剥片として石核から剥離されており，剥離後折断されたもので

ある。石核がもっ平坦面に直交する打点から剥ぎ取られ横剥ぎ状を呈する oTa.115と近似した

打点である。砕片は石核と Ta.59に接合するがTa.115とには少しばかりの間隙がある。石核

は拳大の黒耀石の円礁を素材とし，剥片剥離作業は 1面においてのみ見られ，その裏面には自

然面を残す。円蝶を粗割りにして平坦面を作出し，剥片剥離作業工程に入っている。側面観は

大剥離による平坦面は見られるが，剥離作業工程部は不詳である。打点は上下 2面に少なくと

も4ケ所は考えられる。これらの資料の他に数点の同一個体とみられる資料が出土しているが，

現在は接合不可能で、ある。

接合資料II(Fig.40， PL. 11) 

〔接合構成資料〕素材 2 (Ta.70・98)，剥片 1 (Ta.8-17) 

〔接合状況〕 鶏卵大の黒耀石の小円礁の一端に剥片剥離作業をもっ。まず適当な面に打面を

つくり出し打面の調整を行い剥片剥離作業を行う。次にある程度の作業後，その剥離面を打面

として剥片剥離作業を行う。要するに特定の面を打撃面として設定するのではなく，王子坦面を

打撃面として利用しているのである。 3面の打撃面が確認できる。剥片剥離作業面と反対の方

向からの打撃により半載しているため素材として取り扱ったが，石核としても良いと思われる。

接合資料田 (Fig.41， PL. 12) 

〔接合構成資料〕掻器の 3分割資料 (Ta.101，119， 8-16) 

〔接合状況〕 資料は掻器が3分割されたものが接合した例で，中央部の加撃点部の砕片が一

部不足しているがほぼ完形である。いかなる理由により破砕されたかはドット・マップから読

み取ることは不可能であるが，製作中の出来ごととは考えられず，使用中の破砕後破棄された

ものと解釈する。灰色の黒耀石で第E層出土である。

接合資料N (Fig.42， PL. 13) 

〔接合構成資料〕剥片 3 (Ta.63， 100， 206)，砕片 1 (Ta.63) 

〔接合状況〕 砕片 (63) と剥片 (63，100)は本来同一剥片で折断している。 Ta.100とTa.

206は母核の同一打撃面から剥離された剥片で， 一部に自然面を有する。比較的大形の母核で

あろう。

接合資料V (Fig.43， PL. 12) 

〔接合構成資料〕剥片 3 (Ta.69， 112， 146) 
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自由奇遺跡

〔接合状況〕黒耀石小円離を母核とし，打点、はTa.146を中心として左右斜めからで，刺身状に

剥離している。 3片とも自然面を残す。分布範聞が三角形を呈す状態で，レベルもほぼ同位で

出土している。僅か1f列のパターンである。

接合資料VI・四 (Fig.44・45，PL. 14・15)

〔接合構成資料〕剥片12(Ta.10十81，113十117，38十53，108十8-18，11十11，4十 4) 

〔接合状況〕 いずれも折損剥片の接合例である。これらの中で選別して記述することにするc

Ta.38， 53の接合例は黒耀石の小円喋を粗割りした後， 2方向からの調整剥離作業を行い，何

らかの道具製作を意図していたものと考えられる。裏面に自然面を残す。 Ta.l1は調整剥離後

側縁に 2次加工を施している。掻器の一部とも考えられる。 Ta.4は他の資料と2・3相違点をも

っO まず第 lに安山岩をその素材としていること，第2に側縁から急な角度をもって立ちあが

り頂点、に達する。断面はぶ厚い三角形を呈し一端は尖る。全体的な形態は尖頭状を呈し側縁部

の2次加工と相倹って見まがう程である。中央部に加撃され折断している。

C Trench 

04 

92 

口 O 正、 o
~. ~ 00  0 

Fig.37 接合資料Dot-Map2 

100 

由
。

百すーゥ

。
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Fig.39 接合資料ltb)
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Fig.40 接合資料E
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Fig.42 接合資料lV
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"Fig.43 接合資料V
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田崎遺跡

匝考 察

田崎遺跡の石器文化

本遺跡の発掘調査は僅かの期間で， しかも狭い範囲の調査面積であったが，そこから得られ

た資料は多く大変貴重なものであると同時に多くの問題点をも提起している。遺物の大半以上

がひとつの包含層から出土しており，単純遺跡として理解できると思われる。細片であるが，

土器片 2点の出土をみるが今回は石器群に論点、をしぼり検討を加えることとしたい。

〔石器の組成〕 尖頭器・細石刃・細石核・彫器・掻器・削器・石銭・石核・剥片・砕片と多

種多様であり，先土器時代終末期の様相を呈している。

〔利用石材〕 黒耀石にその大半以上を依存しており，次いで安山岩の利用度が高く他はない。

使用されたかどうかは別にして島内に産する璃瑞の存在もある。石材供給地としてその地理的

背景からして，松浦市星鹿半島，伊万里市腰岳を枚挙できょう。島内にも黒耀石の露頭地があ

るらしいが未確認である。概して星鹿半島産の黒耀石は小形の円礁で，それを核とする石器群

は必然的に小形にならさ、るを得ない。

〔特徴的な石器〕 種々あるがここでは石錐をとりあげて検討する。石鍛は最多の出土量を誇

り，小形三角鍛に区分され普遍的位置を占めているといえる。定形品だけについて各部位のデ

ータを計測するとFig.46のとおりとなる。底辺とそれに直交する先端部からの線を高さとし，

厚さは器形の中央部の一番厚い部分を計測しである。底辺と高さの比率を求めるとそのいず、れ

もが底辺より高い数値を示す。左右を対称的に作出した背の高い二等辺三角形が多く大きさは

区区であるが，グラフに見るとおり高さや底辺に数値のパラっきはあっても，重量と厚さの数

値のパラっきはなく，それぞれ一定の数値に集中する傾向を示す。このことはあくまで形態に

とらわれることなしに維持されてゆく普遍的な一般性として存続するものであろう。切断され

た資料が多く，形態的特徴・計測値等近似し，ある者は切断後調整を施し再生したと考えられ

単に製作中あるいは使用中に折損し破棄され

たとするだけでなく，当初から A 定の形状に

作出するためのー工程とも考えられ興味深い。

〔遺物の偏在性からみた遺跡の性格〕 本遺

跡における遺物の遍在性についてはさきに触

れたところであるが，再度検討を加え本遺跡

性格について考えてみる。 底辺%

遺物の遺存状況についてはBトレンチ南西

隅に約2.5mくらいの範囲に偏在する。これは

包含層がレンズ状に堆積しており，自然地形

の田地に遺物が集中していると同時に，剥片
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田i碕遺跡

や砕片の出土量や接合例等をみると l地点において剥片剥離作業が行われたことを示している。

その際の製品の有無・多少は決して問題にならない。製品化されたものは製作者の意志によっ

て自由に動き回るからである。剥片剥離作業が行われ，目的的剥片が作出され，さらに完成さ

れた道具がつくられた時，残存しているそれらは当然のことながら偏在性を結果として示して

いる。しかるに石器製作社か否かの問題は単に剥片や砕片が多いから少ないかといった区別だ

だけで良いとは思われない。それらもひとつの目安にはなるだろう。ある程度これら資料が集

中偏在することと相倹って，それら資料同士，あるいは他の資料との有機的連繋が必要な条件

となろう。すなわち接合という後世の， しかも時間を逆にたどるという行為によってその資料

のもつ有機的連繋が復原できる。そういう意味ではひとつのパターンをもって，あるいは石器

の組成をもって剥片剥離技術まで検討できる遺跡となりうる可能性をもっ O

最後に，本遺跡の調査から約10年が過ぎようとしている今になってやっと報告の段になりま

したが，何分にもその間幾度となく引越しをしたせいで，土層図と遺物が約40点行方不明にな

ってしまいました。加えて，諸事情により遺物偏在区域の畦の部分が未調査として残っており

ます。幸なことに現地はまだ水田のまま保存されておりますので，いつの機会にかより完全に

近い形で報告出来ればと考えてわります。
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忠告奇遺跡;(九州地方出土の尖頭器集成)

付録

九州地方出土の尖頭器集成



田崎遺跡(九州地方出土の尖頭器集劇)

捜崎重罪

他遺跡名 所 在 地 立 地 層 位 形 態石 材素
材長吉 巾 厚さ

重量ま 備 考
加) な，，) ("') 

1 百花台 長崎県南南来郡国見町il'比良 4層ー第E文化層 ポイント状 安山岩 縦長 6B5 2.7 0.9 。母台形磁官位，m・4姥石刃'R若君・石按

-コア・スクレイ，~・民λ島f掴 'U-FaJ伺

2 福 井 。，t;総浦郡吉井町 潤 穴 4層 失額 器 サヌカイト 65 4.0 ls5 (JI持司石按・掻主主・前器

3 堂 筒 。 西彼杵郡長与町間 徴小的師舌11<の 尖頭 器 サヌカイト 9.9 3A 12 約締石骸・細石刃・ナイフ形石器

-台形様石器・鐙器

4 原ノ辻 。 奇芸妓郡石田町西触
標徴高高15jm也

4層褐色f祉層 事E守翁瀦 黒鰻石 横長苧j片 43 1.7 0.9 

縦長剥片 4B 2s 11 第 I試掘抗

横長剥片 6β) 1.75 OB5 

(表採) 尖頭 器 玄武岩質 • (10.4) 45 2A5 

5 中 山 。 平戸市 3-4層 事件お翼器 縦長剥片 (93) 1.9 1.3 

• • 8A 2.9 1.15 

• " 65 2.15 1.1 

" • 6.1 2s 08 

• • (3.3) 2.0 0.6 

• • 42 1.7 05 

• • 45 Is 0.9 

• • (6.0) 35 1.4 

イシ • 6s 2.1 。β

6 日ノ岳 。 北松浦郡悶平町野田免 丘陵鞍部 (表保) 尖頭 状 窯鰹石 検剥剥片 4s 2.0 1.D 

" • 42 1.9 1.1 

" • 4.9 18 1.1 

" 
。 45 Is5 12 

。 S量 45 lB 0.7 

• ，旨 4.4 Is 08 

• " 3.7 2.1 1.1 

" • 3.7 1.7 085 

4少 • 43 lB 0.9 

。 横長剥片 4.0 22 1.0 

安ハ 山リ 質岩
横剥手lJ片 4β 22 OB 

6 日ノ岳 " . • • (表採) 尖扇 状 横剥剥片 53 25 OB 

黒耀石 " 4.0 15 1.0 翼状

7 金 域 " 。 吉井町福井
標急高傾斜14面Om 

(表採) 尖頭器 サヌカイト 績広剥片 112 6s5 1.9 ;~盟主周辺Icサヌカイトの原年趨讃ー原産

地点寝作勝他に不定形jlJj片・石段

8 刀ノ越 • 。 刀ノ越

9 外 斡 。 福江市大津地底 尖頭器 黒鰹石 横車j剥片 45 2.1 1.4 

10 旦 妓 。 • 名》 " • 6.1 2.1 1.4 

11 極 h " 名砂 。 • 5s 15 11 

1211昌 江 • 台 • • • 白.1) 18 1.0 

13 平床 B 。 長崎市牧島町 主詳摺 尖頭 器 安山岩 33 2.19 0.9 片側からの調整加工

黒鰹石 3.08 lβ5 0β8 先端部は尖っていない

14 降ノ原 。 諌早市 写真のみ

佐賀県

I 生 石佐賀県東松浦郡庭前町大浦

時2 2層阻糊製 議t黒熔石i 45 29 0.9 左右対称形・0守合形が集中

• • 角線蕊I法i
3扇 " 罵鐸員・曳lJi邑
4厨 " 
2層 il'J片チ謬溶 小形の刃器

。 拍先形。 サヌカイト 対階部片

標高3303~nz 2 茶園原E捌 佐賀県多久市多久町 サヌカイト 22.1 7.05 255 他Ic4 0 0余点

第!地点 山箆裾野 • 20.4 4D5 1.95 的ブレイク・チップ・コア・スクレイパ

4少 213 5.7 1B 

a旨 19.1 63 2.1 

" 
24.75 5.7 1B 

• 318 72 2.7 

nu 

phυ 



田崎遺跡(九州地方出土の尖頭器集成)

3 第E地点 佐賀県多久市多久町
第立Il 地点目

サヌカイト 20.7 39 1.65 他I[1 7 5点

20m 。 (18B) 5.4 1.95 的コア・ブレイク・チップ・瞭

。 155 525 1.65 

" 
" (152) 3.9 12 

" (182) 3β 1且

4 茶園原・ " i&，姻Eの サヌカイト (8.6) 3.6 lA 他I[1 8点

東ノ原 西 120TII 自旨 (9B) 29 12 (11)フレイク・チップ

。 8B 32 2s 

" 

5 茶闇原・ " 西畑 I白 サヌカイト 目85 5.95 23 他I[1 0点

茶園 l 東南60m " 約フレイク・チップ

9 

" 。12) 49 1.75 

6 経ノ峯 。喜久和協州大君。i特 標品38 サヌカイト 32 2.4 08 

第 I次謁 41m丘陵 h 38 2s 09 

査 E区

経ノ峯 ， 
" 。

" サヌカイト 45 25 11) 

第 11);灘査 " 42 2s 1.15 

第E締罰査 " " 
， h 標両41- 2扇・黄禍色土 尖頭器 サヌカイト 49 3.7 12 

43111丘陵 " 。 65 39 lA 

" " 109 4B 19 

熊 本県

1 下域 l 熊本県阿蘇郡小国町大字下域 慎吾4∞"' 4層 三穫主主薦書 黒懐石 横 長 4.0 1.9 1.6 11.37 未組品納ナイフ形石器・彫器・穣

丘陵北端 。
" 

， 29 lA 1.1 31 

砂 " " (41) 12 12 (29) 

" 
。

" 42 25 ls 12.7 

h ， 綬 長 32 1.6 12 4D7 

" " 1黄 長 4A 15 12 589 

" " 
， 32 28 ls 5.91 

" " " 3.9 l五 21) 8β3 

， 
" " 2.4 1.1 12 2sO 

2 下域 1 同 上 第 1文化層

黒摺石 (7.4) 23 11) 主~J書室面 I[は両側から押圧事]経

|糊蹴 (:;.4) 0.7 0.7 " 
黒熔石 " 基部は円形

枯仮岩{?) (5s) 2.0 185 

未製品か?

|珪甑11岩 (48) 1.1 OB 

守ヲス買現b岩 3β 0.9 Os 書材がうすい。櫛務上からの料陸は伯、

凝灰岩(?) (5D) 1.1 0.9 三菌加工

m，躍石 断面二等辺一角形

" (41) lB 15 

輝隷芸評Us古 一面加工

黒鰻石 3.7 12 0.95 

3.7 1.3 0.75 

黒纏石 48 21) 20 未室主品か?

" 
" (4.7) 2.4 12 未製品か?

， 断面凸レンズ状

対向E制強 横長苧j片 主科書室蘭を残す

黒耀石 縦長事j片 打面・打点をそのまま残す。断盃菱形

カヲ培告註1;岩 " 
黒耀石 ， 

開ナイフ毘石器・スクνイハー・石雄・石核

ø~ナイフ形石器・台形検石器

摺
一
一

鉢
一
一

市
一
一

野
一
一

概
一
一

県
↑
一

間
一
一

福
一
一

県

T
i
i

一
坂
一
一

関
一
黒
一
一

福
一
野
↑
一

J
 週 | I I l写真のみ

jI I I 
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回i崎遺跡(九州地方出土の尖頭器集成)

長崎索

地遺跡名 所 在 地 立 地層層 位 形 態石 材索 材長さ 巾 厚さ
重量 備 考("') (司 恒〉

1 岩 下長崎県佐世保市俗語華町岩下 標高宜l)n 5層 押型文 石 鎗 先端

。 • 
• 
• 先端欠

• 89 2.5 0.6 
。

爵製石拍 108 22 0.9 1 9号人骨副葬品

• 118 225 095 • 
• 62 1.5 0.5 " 
• 8.5 2D 08 • 
• • 
• 98 1.7 0.5 。

尖設伏石器 32 31 0.7 
。 32 2.6 08 

• 38 3D 1.1 

• 38 215 1n 的石鍛・つまみ形石器・前器・砥

石・磨石

6層

条痕文・疑似爪 石 鎗 先端

形文 • 。
• 。
• • 
• 。
。 飼部
。 。
h 関~基部
。 • 。 • 

尖頭懐石濯 225 21 0.9 三角形

• 2.5 2A 0.7 • 
" • 
h 3.6 28 21 • 。 42 325 1n • 

2 岩下 6層 生議獄石器 3.4 2A 085 舌状基部?

。 325 21 0.5 先端部!C2次加工あり

" 。2) 1.5 0.5 。
t旨 。。 1.9 1n 
。 3.5 21 0.5 
。 4.5 21 0.6 舌状基部をもっ

• 3.4 2.7 OA 次剥陵が大きく残る

8専

3 直谷 。北訟浦郡吉井町 潤 穴 3厨 尖頭器 ->tヌカイト 的掻器・小石刃

4 泉福寺 。佐世保市淘戸越町 潤 穴 石 拾 黒纏石 (28) 1.5 位4 雨菌加工

(第2) • 安山岩 12.7 2.6 1.05 • 彫器!C再加工?

尖扇状 黒熔石 4.36 22 0.9 スクレイノ<-7

的石匙・拘指状主査器

5 岩谷口 。北松浦郡世知原町 第 I潟穴 石 拾輝石到b岩 石刃状剥片 12β 32 OA 先端部白片側のみ爾整

" 。 82 3.0 0.54 
。 先端部

• 舌状基部

• • 
尖頭状

偽石鍛・石匙.~IJ器・石斧・つま

み形石器・石段

第2詞穴 3層 尖頭状 黒曜石

4闇 今 輝百安山岩 大形横長 。守司王線・削器・彫器・つまみ形石

器・石紋

6 回 中 。南両来郡探江町 爪形文 石 姶 同写真由み
トー-一一一

佐賀県

9層 }干面ヨZ謁1藍
的石銭・石鐘・スクレパ
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田崎遺跡(九州地方出土の尖頭器集成)

他 遺 跡名 所 在 地 立 地 層 位形 態 石 材 素 材長さ
("晶 仕坤 厚(0;さ) 重量 備 考

2 牟田辻 佐賀県唐津市枝去木矢倉 層、品 154mK商鼠上下fl騨o文
尖頭状石器 黒曜石

上持制官彬と " 両面謁整

。1条痕文 " 縦長事j片 6.93 2.96 1.26 18.7 1， 
3層下 サヌカイト 横広事j片 6.55 4.96 23.9 表畏両面1<:一次事j駿i面を残す

信号石室生・スグレイバ ・石斧.Ilf石

-薦石・白石・石該・石刃・磁石

3 盗人岩 。西松浦郡西有田町 5層 石槍

熊本県

1立神ドトク 熊本県八代郡宮原町大字 標高54~ 3屑押型文 尖頭器 チャート 不起醐片 2.6 1.9 0.6 310 両側から調整t<J緩
立神 品9111台地 4>>'!量 " 

。 (2.6) 2.3 也5 。8) " 
" " (2.2) 1.9 且5 (182) " 

悦3府一j蚤鵠・高取・石雄・石室長・石核・ナイア

4.隠ー{ • 
総石刃

2中後追 。菊池郡大津町大字 標高250m 5~6層押型文 尖頭器 lI.¥躍石 2.3 2.0 且6 スクレーパとして6茸霊能をもっ

古城 丘陵裾部 1， 
" 2.65) 2.6 1.0 柳葉形

II 1， 
a 1， 樹葉形

tlll石量生・磨石・石i田・スク v-!マー

玲.~・環状石斧

3里/域 。球磨郡多良木町多 標高176m 厚手無文 尖頭器 娃質頁岩 9.7 3.6 。75 両面加工

良木 i'J成段丘 信網干i刃・細石器・小石絵・石型車・

目。器・街I器・二品調工車j片・使用

f直前肘・彫刻万慌石器・角lfli妬 器

舌t結彦事

基部

。耳石銭・石錐・斧形石lll>

福岡県

1 I京 福岡県春日市上白水字原 標高34m 3同・無文・

台地E織部 ~l'型文 打製石槍 安山岩

尖!粛t石器 h 横長!ffl片 3.51 2.6 0.6 7.6 舌状基部

2深 原 。筑紫郡那珂JlI町大 標高39~

字中原 41m 

扇状台地 早期後半 打製石給 安山岩 7.2 1.9 0.95 
1， 1， (3.8) 2.45 0.9 

尖頭伏石器

ーート一一一一一 " チヤト (3.75) 2.6 1.1 舌状延部

，g， ， (3.0) 2.6 0.9 一角形、定型化

lI.¥綴石 1， 
1， 安山岩 3.1 2.3 1.0 II 

h 3.7 3.0 1.3 1， 

" 黒繰石 3.65 3.5 0.8 " 。 流 紋岩 3.2 2.85 0.7 1， 
1， 3.1 2.85 0.7 。
" 3.35 2.4 5 1.0 " 

トヱー 3.65 3.0 1.15 " 
安山岩" 9 

" " 

-63-



田崎遺跡(九州地方出土の尖頭器集成)

参 考 文 献

Ifa 報 tEh 3 者 報 &. 書cl 

麻生優・白石浩之 百花台遺跡 一 日本の!日石器文化第 3巻 1977 

2 鎌木義国・芹沢長介 長崎県福井岩陰@第一次発掘調査の概要一考古学集刊第 3巻第 1号 1965 

3 堂騎遺跡一長崎県文化財調査報告第10集 1971 

4 原ノ辻遺跡(鴎長崎県文化財調査報告 第31集 1977 

5 下川達弥 「いわゆる剥片尖頭器とよばれている石器についてj中山遺跡の研究H 1979 

6 中村和正 「日ノ岳遺跡採集のー資料J長崎県の考古学 I長崎県考古学会 1979 

7 福田一志 「長崎県金城遺跡の尖頭状石器j 向 上 1979 

8 岡村広法・中谷雄治 長崎県北松浦郡刀ノ越の石器 古代文化 20 -5 1968 

ト12下)11達弥 日本最西端の旧石器資料 考古学ジャーナ Jレ167 1979 

13 I! 曲崎古墳群調査報告書長崎市教育委員会 1977 

14 諌早北ノぜイパス関係、埋蔵文化財調査報告 第 1集 図録編 1975 

15 麻生優 岩下洞穴の発掘記録 1968 

16 麻生優・白石浩之 泉福寺洞穴の第6次調査 考古学ジャーナJレJ1o.116 1975 

17 古代学協会会 岩谷口遺跡群の発掘調査
世知原町教育委員

18 百人委 員会 島原市の海中子潟遺跡(図録)・百人委員会埋蔵文化財報告第 2築 1974 I 
19 白蛇山洞穴遺跡:佐賀県立博物館調査研究書第1集 1974 

20 牟田辻・中野遺跡:佐賀県文化財調査報告書第45集 1979 

21 立神ドトク遺跡:熊本県文化財調査報告 第35集 1979 

22 中後迫遺跡誠査団 中後迫遺跡調査報告
119987f 8 

23 盟ノ域遺跡:熊本県文化財調査報告 第51集

24 徳島信 大分県ニ日市洞穴発掘調査報告書 1980 

25 原遺跡:山陽新幹線関係埋蔵文化財調査 第10集 1979 

26 深原遺跡: I! 第 8集

27 生石・森の下遺跡 ー佐賀県文化財謁査報告書第43集 1978 

28 茶園原遺跡ー多久市文化財調査報告書第 4集 1979 

29 吉留秀敏 第 3回九州IB石器文化研究会:研究発表要旨 1980 
筑後川上流域の先土器時代遺跡

30 下城遺跡I 熊本県文化財調査報告 第37集 1979 

31 下城遺跡E I! 第50集 1980 

32 筑紫野市立歴史民俗資料館 展示資料図録I 1979 
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田崎遺跡 (JUH地方出土の尖頭器集成)

崎会
3 

くこ〉 2 

どごごh

4 

油会
〈こ〉 7 どご::::>8

》金持 。 IOcm 

9 

Fig.47 尖頭器集成(中山・外輪・橘・豆坂・福江・柿原)
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国車奇遺跡(九HI.t也方出土の尖頭器集成)
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Fig.48 尖頭器集成(日ノ岳)
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田崎遺跡 (MI'i!也方出土の尖頭器集成)
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Fig.49 尖頭器集成(原ノ辻)
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回出奇遺跡(九州地方出土の尖頭器集成)
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てこ二二二二〉

く二〉 Fig.51 

回ili奇遺跡(九州地方出土の尖頚器集成)
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尖頭器集成(西畑1) 
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田崎遺跡(九州地方出土の尖頭器集成)

てこ二〉

o 

<> 

くこ〉

。

Fig.52 尖顕器集成(西畑II) 
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田崎遺跡(九外1:1也方出土の尖頚器集成)

くこ〉 くこ> 2 

。 5 cm 

経ノ峯遺跡第2次;認査出土漬物実illl]図

3 

く>

th l A 
2 

3 

。
4 

経ノ峯遺跡第E区出土遺物実測図

Fig.53 尖頭器集成(経ノ峯)
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田崎遺跡(九州地方出土の尖頭器集成)
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尖頭器集成(下城)Fig.54 
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田崎遺跡、(九州、i地方出土の尖頭器集成)
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Fig.55 尖頭器集成(下城)
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田崎遺跡、 (MI-!t也方出土の尖頭器集成)
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Fig.56 尖頭器集成(下城)
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ffiib奇遺跡(九州地方出土の尖頭器集成)
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Fig.57 尖頭器集成(下城)
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田崎遺跡(九州地方出土の尖頭器集成)
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Fig.58 尖頭器集成(下城)
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田崎遺跡(九州地方出土の尖頭器集成)
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田i時遺跡(九1+1地方出土の尖頭器集成)
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尖頭器集成(岩下)
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田崎遺跡(九州地方出土の尖頭器集成)
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Fig.61 尖頭器集成(岩谷口) 。
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回l埼遺跡(九1'1'1地方出土の尖頭器集成)
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尖頭器集成(岩釜口・中里子・牟回辻)
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田崎遺跡(九州地方出土の尖頭器集成)
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Fig.63 尖頭器集成(中後追・里ノ域)
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回i崎遺跡 (MH地方出土の尖頭器集成)
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PL.2田崎遺跡
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PL.4田崎遺跡
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1.本書は，昭和47年，川棚川堤防欠壊に伴う同河川堤防復旧工事

にさきだって実施した，五反田遺跡の発掘調査に関する報告書で

ある。

2. 調査は，県教委主催のもと，県文化課指導主事正林護・同課学

芸員補(当時，現在主任文化財保護主事)田川肇が担当して実施

した。

3. 本書の作成にあたっては，県文化課文化財保護主事宮崎貴夫が

遺物の項を担当したが，以外は正林が担当執筆した。

4.本書の編集は正林による。

5.遺物は県文化課に保管中であり，遺構(石棺)の半数について

は川棚町公民館庭に復原して公開している。

6.本遺跡の調査記録類の内，石棺棺身部の図面及び写真が紛失し

たため，十全の報告とは成り得なかった。その責は調査担当者に

ある。向後，それらの発見があれば出来るだけ早期に追補報告を

行いたい。寛恕を請う次第である。
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五反田遺跡

1 .はじめに

昭和47年6月の豪雨禍は県下一円を襲い，長崎県央部の佐世保市・東彼杵郡一帯・大村市及

び諌早市等における被害は特に激しかった。東彼杵郡波佐見町及び川棚町は，波佐見盆地と川

棚川によって結ばれる地域であるが，豪雨は田畑を襲い，河J!Iを氾撞させた。この豪雨によっ

て，川棚J11は，その支流である猪乗川の水をもみわせて一大奔流となり，堤防の欠壊を生ぜし

めた。本報の調査の原因となった堤防の欠壊も，この豪雨禍によるものであった。

川棚町在住の高校生(当時)山口敏之君は，豪悶禍による堤防欠壌の断面に箱式石棺等を発

見し，地元の郷土史家喜々津健寿氏に急報し，同氏より 6月28日，県文化課に事態の報告がも

たらされた。翌29日，文化課指導主事正林謹が，関係機関と連絡のうえ現地へ急行し，事態の

把握と前後措置の検討につとめた。

現地は， I幅約20mにわたって堤防が欠壊しており，欠壊した断面には箱式石棺の小口が2基

露出し，一部石材は河床に崩落していた。遺構とは別に，土師質の土器片や滑石製石鍋の破片

が発見された。この時点で，すでに応急堤防と排水溝工事が実施されていたが，一帯はすでに

川棚地区圃場整備事業と川棚J!I河川改修事業の計画が実施年に当たっており，当該工事が着手さ

れれば本遺跡の全壊は当然，不可避の事態になるところであった。

石棺墓群の墓域は，堤防東側の水田部にも展開し，石鍋片等の発見により，時期の異る遺跡

の存在も予察された。これらの取扱いについての協議をはかるべく，遺跡、の包蔵範囲等を確認

すべく， 7 月 23 日 ~26日の間，文化課指導主事正林護・学芸員補(当時)田川肇は試掘調査を

実施したo その結果，①本遺跡は欠壊した堤防上及び以東に広く展開していること。②仮堤防

部は，一部が露出している遺構を除けば，旧状(水田)に復する隈りにおいては遺跡は保存され

るので必ずしも謂査の必要はないこと。③堤防部については記録保存(発掘調査)の必要があ

るが，台風の時期も目前であり，早急に実施される必要がめること。以上の諸点を，県河川砂崩

課・間耕地諜・県北振興局・川棚町長・同町教育委員会に回答し，この線にそって緊急発掘調

査が実施されることになった。

調査は昭和47年9月26日~同10月5日までの10日間， 前記2名の調査員と県文化財保護員

(現文化財保護指導委員)井手寿謙氏によって実施された。調査の在接関係者は前記のとおりで

あるが，遺跡の取扱いについては，村木川変流工事(波佐見町)にかかる山角遺跡の調査(本

書収録)との関係もあって，県河川砂防課・同耕地課・県北振興局・佐世保教育事務所・ JII棚

町・同町教育委員会の方々には，災害復旧工事との調整について，経費負担を含めて御努力い

ただいた。本報は，やや旧聞に属する調査報告であるが，これらの方々によって調査が終了し

得たことを記して謝意を表したい。

また，遺構群の→部は昭和49年，川棚町公民館敷地の一隅に移築し，公開されていることを

付記しておく。
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五反田遺跡

2 .五反田遺跡の環境と立地

五反田遺跡は長崎県東彼杵郡川棚町上組郷徳島にある。東彼杵郡は，律令制下にあっては，

「彼杵君Lとされた大村湾東岸一帯の地であり，現在，佐賀県嬉野町に隣接する波佐見町と川棚

町・東彼杵町の 3町よりなっている。東隣の波佐見町は陶器(波佐見焼)の町として著名で、あ

るが，広い「波佐見盆地」を中心に町が開け，佐世保・嬉野(佐賀県)・有国(佐賀県)・川棚

町に通じる街道が盆地の中央に集まり「宿」なる地名が遺存している。

JII棚町に至る街道も，ここより分岐して，現在の国道205号線に川棚町内において合してい

る。この街道は，波佐見盆地より南下する波佐見JlI(川棚川上流)を左右しながら南下してい

る。川棚JlIは，波佐見盆地から南流して，狭障な平野を潤しているが，途中猪乗川及び石木川!

と合流して，町を東西に 2分する形で、大村湾に注いで、いる。川棚町は全体に山地形部分が多く，

川棚JII流域以外には殆んど平野部がなく，殊にJII棚川東部は霊場虚空蔵山 (608.5m)の峻険が

あり，集落の発達を見ない。川棚川西部は，東部ほどではないが，弘法昔 (387m)に代表され

る山々が破しい。虚空蔵山を中心とする川棚川東部山地は佐賀県との県界をその分水嶺によっ

てなしており，向山地からは前述の猪乗JlI・石木川が西流している。虚空蔵山一帯は安山岩を

基盤としており，石木JII流域は石切場として利用されている。

かかる全体地形の中にあって， JII棚川流域は唯一の平野部を形成し，水田が営まれているが

流域水田地帯の幅は平均 1凶弱で上流に至るほど広幅であり，集落も山裾に狭長な展開を見せ

ている。下流域は上流域に比して狭幅であり，岩立，中組郷一帯では殊に幅が狭く， 200m程度

である。

町内における遺跡の分布状況も，かかる地形と関連した立地を示しており，川棚JIIの中・下

流域と大村湾に突出する大崎半島一帯に集中している。いちいちの遺跡について述べる紙数を

持たぬが，大崎半島には黒耀石原産地があり鶏卵大のペブルを産している。この原石は黒色で、

光沢があり，大村湾沿岸一帯に相当流布していると考えられ，川棚町内でも野口遺跡(全国遺

跡地図長崎25-92)では，地元郷土史家喜々津健寿氏の採集になる石鍛等に利用されており，現

在県立川棚高等学校およびその裏手微高地(前掲地図記載なし)でも豊富な剥片や石核が採集

されている。川棚町市街区は平坦な沖積地で，一見遺跡の立地条件として好適の感があるが，

川棚川の河流によって堆積した円喋層が厚く，遺跡の立地にはむしろ不適である。

本報の五反田遺跡の立地する川棚川流域においても，本書別項で報ずるごとく，下層には喋

層があり，狭騒な谷間を奔流する川棚川の影響をほぼ全面に受け.ていたと考えられる。町の北

辺を西流する猪乗JlIが川棚川に合するあたりは，平野部の幅が町内で最も広く，約 lkm弱を計

る。かつてこのあたりは，平野部のほぼ中央を川棚川が走っていたといわれ，江戸時代中期に

おける変流工事によって，現在の流路が開かれたといわれる。変流工事の目的については定か
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五反自遺跡

でないが，猪乗川と川棚川合流地点の水田部を，氾濫から護り，可耕面積を確保する目的のも

とに行われたとの口碑があり，「五反田」なる名称、もこの変流工事によって確保された水田に因

んで付された地名であるともいわれる。

五反田遺跡が立地しているのは，現在の川棚JlIの東岸であり，かつては，倒田の山裾に連な

る舌状の微高地であったといわれ，この微高地を南北に断ち切る形で前述の変流工事が行われ

た，といわれている。 i徳島J なる通称も，この「切断」によって島状にのこされた微高地に

因んだものとされており，河床に散乱した石棺材と思われる板状安山岩の磨耗がそのことを示

していると考えられ，昭和47年，調査時点で河床から発見された同種石材の角張り方と好対照

をなしていたことを報じておく。

遺跡の直接周辺は，西側を現在は川棚川が大きく迂回して流れ，束手一帯は，いわゆる「五

反田」の水団地帯である。遺跡の標高は約10mで，水田部と大体同レベルであるが，かつては

水田部は湿地状態であったといわれており，遺跡よりすれば，水団地帯を望見する景観が展開

したものであろう。

3 .調査

調査区は， A. B区に分けて設定した。 A区は，堤防欠壊をおこしたJlI棚JlI東岸の堤防直下

部分に当たり，南北約 21m，幅は堤防盛土を除去したレベルで幅3mの不整形な平面である。

B区は， 7月時点で高日脚部等が出土したA区南方約40mの河川敷で，レベルよりすれば，遺跡・

遺構が整層状態で検出される可能性はうすかったものの，土の状態がA区包含層と似た点があ

ったため，念のため設定した調査区であり，第 5図に示したごとく，およそ南北に2mX12m範

囲を設定し，北から Bー 1~3 区なる記号を付した。なわ， A区東側に作られた応急仮設堤防

と排水溝部分に，調査中，新たに 5号・ 6号の石棺を発見したため，これらについても発掘調

査を実施したが， A区に含めて通し番号を遺構に付し，調査区を別に設定しなかった。

A区においては結果的に 6基の箱式石棺と石列遺構 1基を検出したが， B区にわいては若干

の土器片を検出したものの，整層状態での遺跡・遺構とは考え難いものがあった。このため本

稿では，主としてA区の調査について述べることにする。

なお，遺構状態報告にとって不可欠な実測函と写真のうち，棺身部に関するものについて，

紛失という重大ミスによって報告できない失態を報告しておく必要がある。県文化課草創期の

度重なる事務所移転に伴う紛失と考えられるが，紛失という重大事の釈明にはなり得ないこと

を承知しつつも，あえて事態の報告をして諸賢の寛恕を得たい。
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Fig.5 A底北端部土層図

A区の調査

(1)土層

第6図に示したごとく，堤防盛土部分が約 1mあり，旧地表面は 10m強の旧水田面と考えら

れる灰黒色の土層(第I層)と，その盤土と考えられる赤褐色の混喋粘質土層(II層)が，合

計深度30cm程あり，その下が赤褐色砂質土層(第困層)になっている。遺構群はすべて，この

第困層に包含されている。

(2) 遺構

第困層中において，箱式石棺墓6基と，石列遺構 I基を検出した。箱式石棺はA区北端から，

順次 1~6 号の番号を付した。各遺構とも完存状態のものはなかったが，ほぼ遺構の規模と構造

は窺える状況にあった。完存状態でなかった理由は，堤防盛土の重圧が遺構に与えた影響と堤

防の欠壊，排水溝設定によるものである。以下各遺構について述べる。

第 1号石棺

A区北端において検出した。長軸をほぼ北東方向にとっている。石棺材は漏れなく角閃安山

岩の板状石を用いている。蓋石は同材を 3枚程度用いたと考えられるが，土庄のため散乱して

いて詳細引間犬は知り難い。但し，大村湾沿岸に多い石棺墓遺跡群の概観よりすれば頭位にま

ず蓋石をのせ，順次重ねていく傾向があるので，頭位は南西と考え.られる。また，棺身の幅も

この部位において最も幅広で、あり，頭位は南西方向とすることができょう。棺身長は1.5mと長

く，側壁材6枚，小口材に 2枚の板状石を利用している。人骨および副葬品はなく，棺床の敷

設物はない。
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第 1号石棺実測図Fig.7 

第2号棺

A区の堤防道東側の部位で検出した。堤防欠壊後仮設された排水溝に東面しており，長軸は

ほぼ南北である。南端部は，前述の排水溝工事によって損壊しており，小口材等も失われてい

る。また，土庄のために，棺身の側壁材は殆んど内側に倒れており，そのうえに蓋石材が落ち

こんでおり，旧状を殆んどとどめていないが，両側に僅かに側壁材と西側小口材を残している
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Fig.8 第2号石棺実測図

ため，大体の旧状を窺い知ることができる。

棺身の両側壁材の間隅は，東部において広く，この点からして，東頭位の埋葬が行われたも

のと解される。東小口材は欠損しているため，棺身長は知り得ないが，側壁石材間隔との比較

を考えれば1.8m程度の棺身長を有したものであろう。土接は O.5m程度の幅に掘られているが，

東半部は排水溝工事によるものであろう損壊が見られる。棺床の敷設施設はなく，副葬品もな

い。棺の東側と北側に人頭大の礁が各1あるが，特別の意味は認め難い。

第 3号石棺

A区のほぼ中央部にあり，堤防欠壊の断面に小口を見せている遺構で，本遺跡発見の端緒と

なったものである。棺の葦材はすでに，殆んど失われており，被覆の旧状は知り得ないが，東

端小口部に一部遺存した石材があり，板状石材をもって蓋石が置かれていたことは疑いない。

棺身の長軸は略東西で，西側小口部は堤防の欠壊によって斜断された状態になっていたが，本

弓

t
3
i
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来，両側壁材の状況よりして，長軸上1.8m程度を計る長大な棺身を有したものと解され，伸展

葬が行われたものと解される。棺身の内法は西側において最も広幅で、O.5m程度のものであった

ろう。この状態よりして，西頭位の埋葬が行われたものと解される。棺床の敷設物はなく副葬

品・人骨の遺存はない。

。。 ο

-3 
0 

堤防欠壊函

。口

Fig.9 第3号石棺実測図
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第4号石棺

第3号石棺と併行する形でA区中央部におい

て検出された。第 3号とともに遺跡発見の緒と

なった遺構である。発見時，すでに蓋石材は全

く失われてわり，小口材と両側壁材の約半分程

度が堤防欠壊によって失われていた。蓋石材が

失われたのは， 3号同様，後世の開田によるも

のであろう。旧状の細部は知り難いが，遺存し

た6枚の棺身材の状況よりして，本来の規模と

長軸方向および埋葬頭位は，殆んど第 3号と同

梯であったと解される。ただ， 3号に比して，

棺身材の配列がパラパラの感じがあり。後世の

開田作業による影響を強く受けたものと解され

る。棺床の敷設物および副葬品は 3号同操，全

く見られない。

第5号石棺

五反因遺跡

¥六九L

~大よ1よ

。

Fig. 10第4号石棺実測図

A区南辺の仮設応急堤防の斜面と応急排水溝部分にかけて発見した遺構で，棺材は悉く，後

世の人為をうけて折損している。また，西小口部は蓋石・小口材共に失われており，細部は必

ずしも旧状は明らかでない。長軸はほぼ東西に近く，棺身の両側壁材は西側において聞く形と

なってわり，内法は O.5m程で、ある。蓋石は1m近い広幅ものを多用してわり， 3号石棺同様の

規模をもっている。西側小口部の破損により棺身の長軸内法は不明で、あるが，全体の状況より

して2m弱の旧状が窺われる。西頭位のf申展葬が行われたことはほぼ窺える形状にある。棺床に

おける石材・小磯等の敷設物はなく，人骨・副葬品ともに遺存しない。

第 6号石棺

A区南東端部において検出した遺横である。応急排水溝のj走路方向に併行した長軸方向をも

ち，棺身長軸はほぼ南北である。土壌底の一部が，立てられた 3枚の石材の東側において確認

されたので， 3枚の立石は，西側壁材と解することができる。この状況よりして，本遺構は 3・

5号に比して小規模の遺構をもったものと考えられ，長軸上にわいて O.8m程度の内法を有し

たものであろう。但し，頭位については他の遺構と異なり，明瞭で、なく，周辺に散乱していた

石材の数よりしても，小規模のものであったと解される。棺床施設・副葬品は不明であり，人

骨の遺存もない。
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Fig. 12 第6号石棺実測図

石列遺構

A区南端部において検出した性格不明の遺構である。列石方向は，ほぼ東西であり，東端部

において釣針状に曲線を描いている感があるが，長短2列の遺構とも考えられる。仮に長い方

の石列を a，短い方を b石列とすると， a石列は全長5.1m，b石列は1.3mを計る。石材は埋葬

遺構と同ビ安山岩板状石材と同石質の礁が用いられている。両石列とも西方に至るほど幅広の

石材が用いられており，東方に除々に小形化している。また，西方の石材は石棺材開様の板状

石が多く，東半分は人頭大前後規模の礁が配列されている。更に，横断面を見ると， a列の西

半部は板状石を平面に配しており，東学部は礁を重ねた形で構築している。このような a石列

の状態よりすれば， b石列も，更に現在の石列が西方に長くのびていたことが考えられる。ま

た， a石列の西端は，堤防の欠壊とともに失われているので，直線的にのびるものか否かも不

明であるが，いずれにしても， a石列の南側縁は直線的に整えられ，この線が，何らかの「外

がわ」を意識した構築であることは首肯できょう。

B区の調査

A区南方，約40mの河川敷に 2mX12mの調査区を設け， 3分区をそれぞれ北側から 81-3

区として設定した。 A区に見られた遺構面の赤褐色砂質土層が川砂層の下に認められたが，何

らの遺構に接しなかった。遺物の項でのベる高話の脚部が，第16図に示した状態で出土したが
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遺構に関したものではなく，磨耗の状態よりして， A区方面からの流れこみの可能性が強い。
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4. 出土遺物(第15-18図・第3表・図版10)

約850点、ほどの出土遺物がある。弥生土器に属するものが大半で，土師器・土師質土器が40

点、ほどみられる。他に滑石製石鍋 1点がある。これらのうち実測可能な24個体分を国化した。

(1)弥生土器

壷(第15図1-6・20，第16図22) 1・3-6は腕部突帯付近の破片で， 1・5は頚胴界，

3・6は胴上部， 4は胴中位にそれぞれ突帯を付したもので，刻目をもつものと無いものがあ

る。いずれも形状から後期に包括されるものであろう。 2は底部で，下底面がややあげ底状を

なす。後期前半期に属するものか。 20は小形壷で土師器に含めるべきかで悩んだ。肝心の底部

を失欠するが， 口縁部はヨコナデ， f本部は平滑なナデ仕上げ，内面は指ナデ仕上げでかすかに

細かいハケの痕跡が認められ，ヘラケズリを施していない。弥生終末期から古式土師器に含ま

れる時期のものか。 22は器高約28cmほどの中形壷である。破片としては口縁から底部まで残存

するが接合せず復原実測したものである。胴中位にタタキ目痕がかすかに窺え，タタキのあと

ナデ仕上げしており，内面はナデ仕上げている。底部は胴下端との境がやや不明瞭で丸味をも

ちはビめようとする段階のもので，終末期に比定される。 23の高杯と共伴出土している。

高杯(第15図7・8，第17図23) 23は口縁と脚裾部の一部を欠失する他はほぼ完形だが，

口織は歪み傾いている。口径33.2cmを測る大形品である。杯部は屈曲部に明瞭な段を有し口縁

はやや外考気味にのびる。筒部に縦方向の調整痕が認められるが，器面全体に風化を受けてお

り，これをハケあるいはミカ、、キとみるかは明確でない。円形透し孔は 3ケ所施され， 2個がま

とまりその対に 1個が穿たれる。終末期と考えられる。 7・8は杯部片である。 7は内外面と

も細かいハケ調整のあと暗文風のベラミガキを施している。 8は風化のため調整不明瞭。 8は

屈曲部の段が前二者に較べて不明瞭になりつつあり終末期でも時期的に下がるものであろう。

器台(第15図10-13・16) 長方形透し孔をもっと考えられる器台で， 10-13は胴中位部，

16は裾部の破片である。 10-12には 5-7条の箆描沈線文が施され， 13はおそらく無文のまま

で沈線ははいらないものであろう。っくりが前者に較べて粗雑でトある。 16は底径31.5cmほどを

測り，あるいは口縁と考えられないこともない。上端は透し孔下端面に当たる。裾部はゆるや

かに広がり，末端は肥厚され上方に鋭い稜をもっ。このような器台は未だ県内でも数ケ所の出

土しかしられておらず，後期のどの段階まで残るかが興味あるところである。

聾(第15図14・15・19) 15は後期の台付審底部片で，いわゆる黒髪式の系統を引くもので

あろう。 14は丸底仕の傾向がかなり進行した底部で終末期に属すものである。あるいは壷の可

能性もある。内面にも櫛状の粗いハケ痕が残る。 19は大形警の口縁部片で端部外方は横位ハケ

のあとハケ施文具で刻目を施している。いわゆる西新式系の翌日縁で終末期に属する。

(2) 土師器・土師質土器

高杯(第15図9) 約%ほどの杯部片で，屈曲部の稜はあまり明瞭でなく口縁は大きく聞く。
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-126一



杯下面は小さめでそのわりに脚部との接合

部は大きいようだ。脚部を欠失しているの

で明確にはいえないが， 4世紀後半~5世紀

初頭頃のものか。

杯蓋(第15図17) 体部と天井部との境

界に沈線を有する須恵器杯蓋の模倣品と思

われ，形態的に 6世紀中頃のものであろう。

内黒椀(第15図21) 約%ほどの体部片

で高台部を欠失する。内面は黒色を呈しへ e

ラミガキ痕は風化のためとらえられない。

体下端はへラケズリが施され，口縁はやや

強くナデられ体部との境に稜がつき口縁は

外電する。大宰府・五条出土土器の編年研
tt:l 

究の成果から10世紀前半代の年代が考えら

れる。

(3) 土製品(第15図18)

18は高杯のミニチュア品と

思われるもので，裾部がはじ rr20cm 

まる位置に小さな穿孔があっ

た痕跡、カf認められる。時期的

には不詳。

(4) 石製品

石鍋(第四図24) 24は口

径47.8cmを測る大形の滑石製

石鍋である。大形のわりに口

縁はやや短かく，胴部は強く

すぼまり浅めの形状が考えら

五反田遺跡
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れる。内面・口縁・鍔は丁寧に仕上げられ，胴部には工呉痕が残る。胴中程以下はやや不規則

に器面を工具で謂整しており，鍔下方の二段目の工具痕は左廻りに調整され，さらに一段目の

工具痕が右廻りに調整されている。胴下端はススのため黒ずみがみえる。

(5)小括

以上の五反田遺跡の出土遺物は，時期的に弥生時代後期から歴史時代中世期までの長期間に

わたる資料である。中心は弥生後期で，図化できなかったなかに明らかに後期初頭頃の奮口縁

があり，終末まで脈絡がつながるようだ。資料のなかでは長方形透し孔をもっ器台が興味深い。

出土例が数少なく，従来島原半島を中心とした限定的な地域に特殊的に発達した遺物のように
設 2 註 3

みられていた。出土地は，南高来郡口之津町口之津員塚，加津佐町永瀬貝塚，北有馬町今福遺
言宇4 設5 註6 註7

跡i布津町木場原遺跡，島原市三会西川遺跡，長崎市深堀遺跡があげられ，ちょうど分布的に

東彼杵郡川棚町五反田遺跡が飛んだ格好になった。 1点ではあるが黒髪式系の台付審底片が出

土していることは，器台だけでなく島原半島との関連を考えさせる。五反田遺跡で、は嗣部に数

条の箆描沈線文をめぐらすものと無いものがあるが，口之津員塚で出土している隆起帯を有す

ものは無い。これが地域的なものか，時期的なものかは判断できない。またどのようにして器

台が出現し消滅していくのかという時期的・文化内容的な問題も今後の課題であろう。終末期

の遺物は県内でまだまとまった資料がないので貴重だ。 22壷と23高杯はB区で共伴出土してお

りセット関係がつかめる資料である。査はやや丸底化がはビまった段階で，調整はナデ仕上げ
設8

で，ヘラケズリは施されていない。高杯は橋口達也氏が2類としたものでも古手になると考え

られ， 7 . 8高杯がこれに時期的に続くものと考える。 20査は終末から古式土師器であろう。
註 9

土師器は， 7高杯が古式土師器に属する。 17杯蓋は小田富士雄氏のいう阻A期の須恵器を模

倣したもので6世紀中頃の時期と考えられる。土師質土器として内黒椀がある。形態的に故前
註10 註11

川威洋氏の五条 1-2B類に近く，横田賢次郎・森田勉氏の大宰府出土土師器の編年からも10

世紀前半代においてよさそうだ。石鍋は大瀬戸産製品であろう。

当概遺跡石棺群の時期については，弥生後期~古式土師器の段階が推察されよう。

註1.横田賢次郎・森田勉「大宰府出土の土師器に関する覚え書きJ F九州、i歴史資料館研究論集 2~

九州歴史資料館 1976

前川威洋他『福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告2・3・6・8集』福岡県教育委員会

. 1975-78 

2.古田正隆・松藤和人・諌見富士郎「口之湾貝塚及び、口之津燐火遺跡調査報告J百人委員会

1975 

3.註2と同じ。

4.県文化課にて調査中(昭和52年-)

5.註2と同じ。
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6.註 2と同じ。

7.小田富士雄「弥生土器J r深堀遺跡』 長崎県文化財報告書第 5集 長崎県教育委員会 1967

8. 橋口達也「妥結の編年的研究JW九1'1'1縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告XXXIJ 福岡県

教育委員会 1979

9. 小田他『八女古窯跡群調査報告 1~NJ 八女市教育委員会 1969~72 1969~72 

10.註 1と同じ。

11.註 1と同じ。

第2表 出土遺物一覧表

番子子 器種
法星

特徴・手法 色務・胎土・焼成 出土地状況区(cm) 

15 査 突帯径 -頚腕界に三角突帯をはりつける 淡赤茶色， 1~4mm石英粒，踊u金雲 B 1区
(13.8) -突帯ヨコナデ，外縦{立ハケのあとナデ仕上 母含，焼成わりと良 黄色砂層

1 胴上半 げ，内ローリング

15 査 底 f圭 -底部と胸部との境は不明稼，下底はややあ j炎黄茶色，白色・赤.色砂粒など含 A区
(5.5) If底気味 焼成やや甘い 赤褐色砂質土

2 底部 -外ナデあるいはミガキ，内指軍基形ナデ 1号棺周辺

15 箆 -二条のやや丸味をもっ三角突帯， tJJElは淡 淡灰黄色，白色・赤色砂粒 A区
〈施される 長石・角関石，焼成やや甘い 百音褐色砂層

3 胴上半 -ナデ仕上げ

15 愛 -尖り気味の三角突帯，刻目 淡赤茶色 A区

-外縦位ハケ調整のまま，内縦位ハケ 0.5~ 3阻石英粒 黄色混障壁層

4 1向上半 焼成わりと良好

15 査 -丸味をもっ方形状の突帯， tJJElは浅い 淡赤茶色 A区
-外ナデ仕上げ，内嵐1t剥落 1~2四石英粒・赤色砂粒含 3号棺局辺

5 腕上半 焼成普通

15 査 -丸味をもっ二条の三角突帯 淡灰桃色 A区
-外ナデ仕上げ，内風化3¥lJ落 1四石英粒・赤色砂粒・角閃石合 赤掲色砂質土

6 胴上半

15 高杯 -屈曲部の段が甘くつく，内iliiは沈線で画さ 淡赤茶色 A区

れる 百台土精良 黒褐色齢、質土

7 杯部片 -ハケのあと時文風ヘラミガキ仕上げ 焼成普通 2号棺周辺

15 高杯 -屈曲部の稜は甘い 淡赤茶色 AIR 

-器面は風化を受け調整不明瞭 わずかに石英粒・雲母を含む 赤褐色砂質土

8 杯部片 燐成やや甘い

15 高杯 -杯下面はわりと小さめで口縁は大きく向く 淡茶掲色 AIR 
郷接合部は大きい 若干石英粒合 黒褐色砂質土

9 杯部片 -風化しているがナデ仕上げか 焼成普通 2号棺周辺

15 器台 -長方形透 Lfしが4ケ所はいると思われる， 淡黄茶色 A区
沈線は 5条だが風化し痕跡的 0.5~3mm 石英粒含 黄色粘質砂層

10 胸中位 -風化しているがナデ仕上げか 焼成普通

15 器台 • 7条の箆描沈線文が長方形透し孔上面に 淡黄茶色 AIR 
はいる 1皿白・赤色砂粒含 3号棺腐辺

11 目問中位 -風化 焼成やや甘い
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五反田遺跡

番
器種

法 量
特徴・手法 色調・胎土・焼成

地 区
号 (cm) 出土状況

15 器台 -長方形透し孔上面に 5条の箆描沈線文がは 淡黄茶色 A区
いる l阻石英粒・輝石・赤色砂粒 黄色混磯層

12 胸中位 -外平滑なナデ，内粗い繍位ハケ 合焼成普通

15 器台 -上下に長方形透し孔がみられる，やや粗雑 赤燈色 A区

なっくり，沈線は無い 1阻石英粒・赤色砂粒合 黒褐色砂質土

13 胸中位 -外風化 内ナデ 焼成やや惑い 2号棺周辺

15 褒 底径 (7.9) -丸底化の進行した底部で査の可能性もある 淡黄茶色 B 2区

-外ハケのあと下端をナデ，内ハケのまま 白色砂粒・長石含 黄色砂層

14 底部片 焼成やや甘い

15 費 -台付費底部片 淡茶黄色 A忍

-著しく風化し器表剥落 1図以下砂粒 3号棺周辺

15 台付底片 焼成やや甘い

15 器台 底径 (31.5) -ゆるやかに広がり裾端部l土肥厚され，上方 淡黄茶色 A区

は鋭〈突出する。上端は透し孔下端商 l回石英粒含 赤褐色砂質土

16 底部片 -やや風化しているがナデ仕上げ 焼成やや甘い

15 杯蓋 沈線径 -須恵器杯蓋の模倣品と思われる。天井部と 淡黄茶色 A区

(12.3) の境にit線がはいる 1-2回石英・赤色砂粒含 自己石附近

17 -風化をうけているが，ナデ仕上げか 焼成やや甘い Pit 内?

15 土製品 筏 (2.8) -高杯のミニチュア品か，下端に穿孔したと 淡茶褐色 A区

，思われるところカずある。 1阻石英粒合 赤鍋iS砂質土

18 -ナデ仕上げ 焼成普通 1号棺周辺

15 大形宮署 -上端を欠失する口縁片 黄茶色

-口縁外方，繍位ハケのあと同施文具で刻目 1-200石英粒・赤色砂粒含

19 ロ縁片 下はナデ，内斜横位ハケ 焼成普通

15 小形登 口径(12.7) -やや厚手のっくり，球状の{本部からロ縁は 外淡茶褐色，内部灰茶色 B区
小さく外湾する 0.5-1幽砂粒

最大径(15.9) -口縁ヨコナデ，外平滑ナデ，内ハケのあと H 
20 焼成やや甘い

指ナデ

15 内黒椀
口径(15.1) -高台部を欠失する，口縁はナデによって小 明黄茶色，内黒色

C区
さく外湾し， f本部との境に稜がはいる 小石英粒・雲母含
-下織はヘラケズリ，内面の時文は風化し， (調査区外)

21 焼成やや甘い
不明瞭

16 室主 -頚部はややふくらみ気味に直立し口縁は強 淡赤燈色
口径(15.0) B区

く開く，腕部は球状，底部はやや丸味をもち 0.5-3四石英粒

22 最大径 はビめようとしている。 焼成普通
F (0) 

(26.1) -腕中位にタタキ昆痕，全体はナデ仕上げ

17 高杯
口径 (33.2) -杯屈曲部には明瞭な段を有し，ロ縁はやや 淡赤燈色 BIR 
器高(約25)

外湾気味にのびる。裾部はゆるやかに広がり 2-3四石英粒

円形子しを 3ケ所もつ F 
23 底筏 (20.2) 焼成普通

-全体的に風化し砂粒がうきでる

18 
石鍋

口径 (47.8) -口縁はやや短かめ，腕部は強くすlままる うすく緑味もつ
援乱

鍔径 (50.5) -口・鍔・内面は丁家な仕上げ，腕部に工具 外下端ススで黒ずむ

24 痕が残る。
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5. 大村湾沿岸の石棺について(結語にかえて)

肥前地方西半は，現在の行政区画からいえば，壱岐・対馬を除いた長崎県ということになり

五島対馬等の離島を含めていう。この地方は石棺墓遺跡が多く，総遺跡数88が挙げられている。

現在は，例数が増加しており， 90遺跡を超えるであろう。その分布状態を見ると，①五島列島，

e平戸・佐世保を含めた県北の地区③大村湾沿岸地域④橘湾沿岸と島原半島⑤有明海湾

西奥の諌早市・北高来郡⑥西彼杵半島・長崎半島外洋沿岸とに区分できょう。本県の場合，

離島部と本土部外洋沿岸地方を外海(そとめ)，大村湾岸地域を内海(うちめ)なる呼称で呼ぶ

ことがあるが，この通称は多分に長崎県の地理・地形上の特色によった呼び分けのようである。

前記の区分帯の各遺跡群を外海・内海の呼びわけで区分するとすれば，①・⑥地帯の遺跡群は

前者に属し，⑥は後者の呼称に入るといえよう。

大村湾沿岸は，石棺墓遺跡が多く，古墳の内部主体に石棺を構築するものを含めれば20遺跡

を超す。その大部分は大村湾の東南部において最も密度高く，諌早市および大村市において集

中していることになる。いま，大村湾沿岸にわける石棺を中心として概観してみよう。文中の

遺跡番号は第21図および，第 3表のそれに一致する。

大村湾沿岸における石棺墓の初現は，諌早・大村の両市境の高地に位置する風観岳支石墓群

の一部遺構に見ることができZ。最も古い石棺の構築は，島原半島の原山支石墓群(お下部構造

に多く見られている。この両遺跡とも200mを超す高地に営まれた墓地であり，石棺の内法は長

軸は， 0.6m程度のものが多く，正方形に近い王子面形をもっているものが多い。また，これらの

石棺は深さを十分にとっているところよりして，極端な醇居姿勢での屈葬が行われたものであ

ろう。風観岳支石墓群の場合，原山に比して明瞭な石棺構造のものが少ないが，いずれにして

も，大村湾沿岸地方にみゆる石棺墓の初現が風観岳支石墓の下部構造にあり，我国における石

棺の出現期にほぼ一致するといえよう。五島列島の北端，宇久島(町)松原遺跡や，県北の里

田原遺跡の支石墓の場合，弥生時代初期のものである可能性もあるが，佐賀・福岡県下の支石

墓の例をあわせて，石棺の初現が支石墓の下部遺構として出現することは首肯できょう。

弥生時代における大村湾沿岸の石棺墓は，例数が限られる。化屋大島遺跡(多良見町16)と

白浜石棺群(西彼町4)である。化屋大島遺跡は大村湾奥の小島に立地した前期後半の遺跡で

あり，支石墓の下部構造を思わせる内法の石棺墓のみの遺跡である。白浜石棺群は中期の石棺

墓である。翠棺の例を出せば，鉄文副葬の合口翠棺を出土した富の原遺跡があり，注目される

ところであるが，中期後半以降の石棺墓は現時点では饗棺墓を含めて指摘できない。

後期に入ると，県内全般に遺跡が平希薄になり，福江市一本木遺跡や島原半島今福遺跡(北有

馬町)，布津木場原遺跡(布樟町)等が顕著な事例として挙げられる程度であり，大村湾沿岸で

は，弥生後期の遺跡を見ることができない。一方，弥生前期・中期の五島列島や外洋沿岸の砂
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丘地帯では生活遺跡と墓地が顕著であるで)

このような弥生時代の状態を要約すれば，先述した「外海」地方に盛行した弥生文化は，む

しろ，可耕条件において勝る内海一帯において，稀薄で、あり，殊に後期においては，空白地帯

の感さえ生ピさせる実状にあるといえよう。石棺墓また同様である。

古墳時代に入ると様相一変して，大村湾沿岸には石棺墓群が急、増してくる。もっとも，発掘

調査によって遺跡内容が明白になった例は少ないのであるが，形態上の特徴によって，ある程

度石棺墓遺跡について論究可能な状態にあるといえよう。石棺墓遺跡はいず、れも， 1O~20m程

度の丘陵末端部に位置し，長大な構造をとるという点で共通してくる。発掘調査を経たものと

しては，本明石棺群(諌早市 12)があり，昭和44年の時点までにおいて30基が調査されてい

る。鉄刀・万子・錨の出土があり，弥生時代終末ないし，古墳時代前期の遺跡である。長大な

ものの主軸は2m程度もあり，支石墓の下部構造や，弥生前期のものに比して著しく長大な棺身

が目立っている。屈葬から屈肢葬，さらに，伸展葬という遺体埋霊法の展開がうかがえる遺構

が目立っている。 類似の立地・棺身規模等をもっ遺跡は， 本明C遺跡(平松神社裏，諌早市

12) ，武部遺跡(大村市 10)，小佐古石棺群(同市 9)，久津石棺群A(同市 6)， 久津石棺群

B (両市7) 等を列挙可能で、あり，本報の石棺群もこの例として挙げることができる。さら

に本県において例数がきわめて稀少な前方後円墳であるひさご塚(東彼杵町)においても主

体部に石棺が構築されており，家型・割竹型・舟型石棺は認めることができない。このことは，

支石墓以来の箱式石棺の伝統に強く規制されたものと受けとることが可能で、あると考えられ，

同時に，箱式石棺以外の石棺や，埴輪，青銅鏡等の要素も流入していない点よりして，九州西

辺の在地的伝統の強い遺存を思わせるものがある。また，装飾古墳の伝統も，有明海の西奥，

佐賀県との境界に近い小長井町長戸鬼塚・同町丸尾古墳等の 3基にのみ認められるところであ

る。

このように見てくると，境丘をもっ古墳前夜の石棺群遺跡が，いわゆる「古墳」築造までの

本地方における募制を補うことになるのか，という問題が生じるのであるが，現時点では，前

述の本明石棺群と本報の五反田遺跡のみの資料をもってしては不大分である。久津石棺群は発

掘調査を経ていないが，棺身小口が工事によって崩れたものの， 2基分を併せた程度の棺身幅

を有していた点が注目されてくる。封土の存否は不確かで、ある。いずれにしても，前述の問題

は，本地方における「古墳築造前夜」の墓制のみならず社会構成にかかわる問題であり，系統

的な発掘調査の結果を得たいものである。

本報の五反田遺跡A区において，石列遺構が検出され，遺構の項で述べたところであるが，

直線に速なる釣針形とも， 2列の並行石列とも受けとれる状態であった。石列の一端もしくは

両端が工事のため損われており，全体の石列形状は不明であったが，いくつかの疑問点を提示
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して，主副列資料の報例を期待したい。第 1に，石列が，石棺群の南側にのみ配されたものか百

かという点である。石棺群の立地した「徳島J は，川棚川変流工事以前は西側山地から張り出

した小丘陵で、あった可能性がある。してみると 丘陵の南北辺は傾斜面をもっていたことにな

り， B区の土器を含んだ土層が石棺群を構築した第困層(赤褐色砂質土)と同質の土層である

ことの意味が肯けることになり， A. B区のレベ、ル差2m強は，そのまま徳島丘陵の傾斜面のレ

ベル差であった可能性が強い。第 2に，この点よりすれば，五反田石棺群は徳島の稜線上に位

置し，南側緩斜面は30mで、2mの傾斜をもっていたことになり，石棺群の南辺を画する意図のも

とに石列が配された可能性がある。列石の南側縁の線がそろえられているのは「外側J (南傾

斜面)を意識した構築と考えられる。第 3に，本遺跡、は，調査した石棺6基の主軸線がまちま

ちである点である。前述した諌早市本明石棺群の場合， 20基近い遺構群が主軸線をほぽ東西に

向けていたが，これは等高線上に大体添ったものと解され，構築する場合の最も合理的な土墳

の掘り方であると考えられる点があった。本遺跡の場合は，その点は不明確であったが， 3号

と4号はほぼ同じ方向に主軸をとり， 2号と 4号も同様であるものの，残る 1号と 6号は主軸

方向は同じでありながら位置が離れて構築されている。このことは， 3・4号の属する第 lグ

ループと 2・5号の属する第 2グループ，更に 1号の属するグループと 6号の属するグループ

の4支群を構成していた可能性はないか，という点である。以上の疑問点を提示して諸方の批

判と教示を得たい。

本遺跡において構築された石棺と石列遺構の石材について若干の考察をのべでわきたい。

本遺跡の石棺の棺材として{吏用された石材は角内安山岩と考えられる。、この石材は，板状に

剥離しやすく，かっ野解性を有するところから整形調整が比較的容易であり，かなり広汎に，

石棺材として利用されている。本遺跡遺構群の石材も悉く同ビ材料である。本遺跡の調査にあ

たって聴取したところによれば，遺跡の東方において川棚川と合流する猪乗川上流に同種石材

の産地があるとのことで現地を実査したが確認するに至らなかった。川棚町東辺の虚空蔵山一

帯は安山岩地帯であり，産地としての可能性はあるが現時点では確証はない。

大村湾沿岸地方にわいて，角内安山岩以外の石棺材利用例を挙げれば，脇岬(野母崎町21結

晶片岩)，高浜(同町20同)，深堀(長崎19同)，出津(外海町22同)があり，大瀬戸町，三和町

に露頭がある。他の石棺材は殆んど安山岩板状石であり，知り得る範囲では，大村市久津 (a)

諌早市湯ノ尾川東岸(b )・森山町山中 (c)が挙げられる。風観岳支石墓群 (11)のある風観岳

山頂 (236m)付近にも安山岩露頭があるが，板状の剥離は，前述3地点ほどよくない。

これらの露頭の石材が大村湾岸の諸石棺に運ばれたことを確認するためには鉱物学的な同定

を経ねばならないが，一応の予察を述べておこう。風観岳支石墓群の石棺に使用された石材は

肉厚でうすい板状の参iI離はあまり見られない。肉眼的な観察によれば，風観岳山頂付近の石材

が，そのまま用いられていると考えられ，化屋大島遺跡(16)の石材も肉厚粗雑で、風観岳の石

門ぺ
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材に似ている。諌早市内西辺の本明等の石棺石材は，本明川上流の支流である湯ノ尾)11東岸に

露頭(b )があり，河川流路上で約6加の距離にあり，ここから運ばれた可能性が強い。大村

市の武部・小佐古石棺群の石材は湯ノ尾}IIのそれと肉眼的には識別困難であり，湯ノ尾川の露

頭から直距離にして約8kmの距りではあるが，湯ノ尾狭谷を横断しての搬出を考えるのは無理

があろう。むしろ現在の海岸廻りでも 8kmの大村市久津の露頭(a )からの搬出を考えること

が妥当であろう。久津(a )の露頭から大村市及び東彼杵郡各石棺遺跡までの距離を見ると，

久津A ・B遺跡 (0.3凶)，串ノ島(5 km)，ひさご塚(6km)，五反田遺跡(l5km)となる。ま

た，大村湾の西岸(西彼杵半島)の白崎(西彼町3)・白石棺群(同 4)までは，海上直距離

線上で，海上距離12km，陸上距離3kmを計るが， ~.皮と潮流の緩かな大村湾の場合，海上輸送を

考慮に入れる必要があろう。

このようにしてみると，五反田遺跡の石材搬入を，久津からと仮定すれば，他遺跡の場合に

比して著しく遠距離であり 更に近くに露頭原産地を有したものかもしれない。いずれにして

も，立地条件と時期的に近似する石棺遺跡群が多い大村湾岸域を考える場合，石材の原産地と

搬入路について，ある程度の予察をもって，石材の同定を得る必要があろうし，大村湾が海路

として利用されたことを考慮することは重要な意味があろう。因みに大村湾から諌早地峡を経て

野島(島原半島)に至るルートは律令制下において，太宰府との連絡交通の一部とされていた

ことは明白であり，その前夜においても交通手段として利用されたことは十分考えられること

で、ある。
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しているが，弥生後期の遺跡・遺構はきわめて稀薄である。
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第3表大村湾沿岸地域および県南部における石棺所在地

No. 遺跡名
全国遺跡

所 在 1由 文献 時 代
地図番号

1 五反問遺跡 25-ω 東彼杵郡川捌町上手且郷徳島 本報 古墳時代

2 三島山遺跡 25-4 佐世保市広田町三島 l 今

3 自由奇石棺群 27-10 西i度郡西i庄町白袴郷イザリ神 2 今

4 白浜石棺群 27-11 西{庄郡西{庄町白浜郷 2 弥生時代

5 怒場遺跡 大村市弥勃寺郷22 3 古墳時代

6 久津石棺群 A 27-20 大村市二ノ郷久津 4 。っ

7 久津石棺群 B 27-20 大村市二ノ郷久津 4 • ? 

8 串ノ島古墳 25-115 東彼杵郡東彼杵町里事事串ノ鳥 5 ワ

9 ノj、佐古石棺群 大村市武部郷古住吉 6 ワ

10 武部石棺群 27-82 大村市武部郷古佐古 7 つ

11 風観岳支石墓群 28-64 諌早市大波野田I風観岳 8 弥生時代

12 本明遺跡 c 28-68 言東早市大波野'町平松平松神社 9 -古1貴時代

13 諌早小学校石椴群 28-66 議早市本明匝I 10 " 
14 貝 j幸横島遺跡 28-71 諌早市貝j幸町f黄島駅 11 4シ

15 f黄 島 遺 跡 諌早市貝津田H黄島 12 " 
16 化屋大島遺跡 29-26 西彼杵郡多良見町{ヒ屋 13 弥生時代

17 宮崎館遺跡 30-19 諌早市小野田I小野小学校裏 14 " 
18 有 喜 貝塚 30-30 言車早市長虫匝I六本松 15 " 

19 j菜 堀 遺跡 29-61 長崎市深町中屋敷 16 " ? 

20 高 浜遺跡 32-6 西彼杵郡野母崎町高浜浜添 17 古漬時代

21 脇 附 遺跡 32-8 西彼杵郡野母崎町脇i却下揚 18 つ

22 t品 津遺跡 26-31 西彼杵郡外海町黒崎西出i宰郷 19 弥生時代

23 淀姫神社遺跡 28-11 北高来郡小長井町字井崎名影平 20 。

24 井崎支石墓群 28-12 北高来郡小長井町字井崎名影平 20 • 
25 西念坊遺跡 30-74 南高来郡南串山町尾登名大坪 21 古墳時代

26 遠回塚遺跡 30-72 南高来郡南串山田I尾登名遠目塚 22 • 
27 原山第 1支石墓群 30-81 南高来郡北有馬町屋代原山 23 縄文時代

28 原山第 2支石墓群 30-82 南高来郡北有馬町大字坂上下名字新田 23 • 
29 原山第3支石墓群 30-83 南高来郡北有馬町大字坂上下名字原ノ尻i可 23 。

30 天久保貝塚 24-10 西彼杵郡西海町天久保字搭尾 24 弥生時代

31 研修所内遺跡 大村市玖島郷県立研修所内 つ

a 角内安山岩露頭 大村市二ノ郷久津

b • 。 諌早市湯尾町

c 名~ / .... 

」一一一一i北高来郡森山町一一一 」
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調査地点(左下)より「五反田」を望む

調査風影 川棚川と堤防止上の調査区A
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堤防欠壊状況と遺構(南から)

堤防欠壊線と川棚川(東から)
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第 1号石棺(西から)

第2号石棺(東から)
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② 

第3号石棺(北から)

第4号石棺(南から)
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第5号石棺(北から)

同小口部の状況(西から)
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④

石列遺構(北から)

石列遺構西端部会(南から)
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石列遺構中央部

石列遺構東端部
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土器出土状況 (8-1区)

土器出土状況 (8-1区)
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一一東彼杵郡波佐見町所在



1JU 

I 本書は，昭和47年，策長持郡波佐見町内で、行われた村木川変流

工事にさきだって実施した品話遺跡緊急発掘調査の報告書である。

2. 調査は長崎県教育委員会主催のもとに，県文化課指導主事正林

謹・学芸員補(当時，現主任文化財保護主事)田川肇が担当し，県

文化財保護員(当時，現文化財保護指導委員)井手寿謙氏の参加を

得て実施した。

3. 本書作成については正林が担当執筆したが，遺物実測等の作業

については県文化財保護主事藤田和裕の助勢を受けた。

4. 本書の編集は正林による。

5. 本書の図面中，遺構については15分の lに縮尺し，遺物につい

ては 3分の lに縮尺したものを用いた O

6.本遺跡の出土遺物は，現在県文化諜が保管しているが，近く，

遺跡所在地の波佐見町教育委員会に移管の予定である。

7. 本遺跡の調査から10星霜を経たが，調査記録の公刊が遅延した

ことについて，大方の寛恕を得たい。
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山角遺跡

1 .はじめに

村木川は，波佐見町のほぼ中央部を流れる波佐見川のー支流であり，狭長な谷を潤して蛇行

している。村木川の蛇行部を直線化して耕地の水害を防ぐ変流工事が聞場事業の一環として昭

和47年度に計画されていた。村木川が波佐見JlIに合流するあたりは最も蛇行著しい部分であり，

三角iJH状に西側から張り出す平坦地を奔流が梨屈を襲っていたといわれる。当該変流工事は，

1.5hαの梨園の山際を南北に断ち切って，村木川の流路を直線化する計画であった。

一方，この三角iHi状に張り出す梨園は，全国遺跡地図長崎(昭和51年文化庁刊)に 25-47と

して記載された山角遺跡(散布地)があり，従前，縄文時代中期の土器片等が採集されており，

いわゆる周知の遺跡包藤地があった。

県農林部耕地課・同土木部河川砂防課・波佐見町担当課と県文化課は，当該遺跡の取扱いに

ついて協議をもち，第 1段階として，遺跡の包蔵状態存否，包蔵範囲等を確認することとした。

包蔵状態が確認された場合は，あらためて発掘調査の実施について協議をすることとし，協約

書を県関係課間で交換した。

調査は， JII棚地区の堤防欠壊場所の補修工事にかかる五反田遺跡の調査(本報所収)に引続

いて，昭和47年10月 6 日 ~9 日の三日間実施した。調査は県文化課指導主事正林護・学芸員補

(当時，現主任文化財保護主事)田川肇の担当で実施し，県文化財保護員(当時，現文化財保護

指導委員)井手寿謙氏の参加を得た。

2. 山角遺跡の位置と環境

山角遺跡は長崎県東彼杵郡波佐見町稗木場郷字下春田にある。波佐見町は，大村湾東部地域

にあって，本県では数少ない「海岸をもたなし咽むであり，北辺は佐賀県有田町，東辺は同県

武雄市と嬉野町，西辺は佐世保市，南辺は川棚町に接する。

波佐見町のほぼ中央は波佐見盆地であり，町の殻倉地帯で多くは水田が営まれている。この

波佐見盆地の中央を東南方向に波佐見川が流れ，ハi棚JIIとなって南流し，大村湾に注いで、いる。

波佐見川には，盆地周辺の山地からの支流が多く合流しており，支流の流域には狭長な水田地

帯となっている。水源函養を目的とした溜池群は，これら支流群の谷頭に営まれて水田用水と

して利用されている。本遺跡調査の発端となった変流工事が計画された村木JIIも，これら支流

群の一つであり，県道嬉野・佐世保線と南北に車交して波佐見川に合流している。合流地点、付

近は波佐見盆地の中でも最も開けた水田地帯であり，村木川と皿山JIIと波佐見川の合流地点で

もある。

この波佐見盆地は，町の農業の中心地であるとともに，交通の要路でもあり，西方の佐世保

市・北方有田町(佐賀県)・東方武雄市(佐賀県)・南方川棚町方面に向う十字路の役目を果た
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山角遺跡

しており，これらの街道が集まる地点は「宿場町」が発達して，現在も「宿J なる郷名が遺存

している。

一方，山地帯は比較的緩かな北域に対して，南域は虚空蔵山 (608m)等の峻険があり，対象

的な景観を見せている。虚空蔵山は名称からもわかるように山操信仰が古来あって現在でも諸

行事が見られる聖域でもある。この南北域の境界付近は湧水多く，かっ粘土層が発達していて

「窯業の町J波佐見をして，街道の要所の地の利とともに発達せしめる重要な要素となっている。

いま町内で確認されている近世窯跡は18箇所，その中で畑の原窯跡は県指定の史跡である。県

立の窯業試験所があり，町内の職業人口も窯業関係者が多く，波佐見町の自然と位置はこのよ

うに，人文界にも強く投影している。

出角遺跡がある位置は，波佐見盆地の西辺に当たり，村木川が波佐見川に合する地点のやや

~t方500m にある。西背後に標高 50mの微高地があり，その山裾から村木川西岸に張り出した三

角洲状の低平地にある。梨の木畑が広く営まれているが，かつては甘橘も栽培されたという。

当該の地は標高20m程の地であり，このあたりで村木川は急角度に折れ山角橋方向へ流れてい

る。

3.調査

山角遺跡の調査は，河川変流工事部分における包蔵状態の存否，遺跡包蔵範囲の確認に直接

の目的があり，包含層と包蔵範囲が確認されれば全面発掘実施について河川事業主体と再協議

をするための資料を整えることに間接的目的があった。このため，調査にさきだち，地元の郷

土史家や古老の知見を聴取の後，試掘調査を実施した。調査対象面積は1.7 hα，試掘坑は各2m

X2mとし，表面観察の結果に立って，対象地区をT字形に切る線上に 9箇所設定した。試掘

坑の記号は第 3 図のとわり A~I とした。

土層と遺物の概況

各試掘坑の位置によって土層の深度は若干異なるが層}I固としては共通していた。最上層は耕

作土で黒灰色の弱粘質土で縄文式土器・近世陶磁片・黒耀石片等を含んでいる。第 2層は弱粘

質の黄色土，第 3層は黄色の砂質土，第 4層は基本的には 3層と開様であるが若干の小磯を含

んでいる。第2層と第3層の間に青灰色の砂質土を有する試掘坑があったが性格等については

明らかでない。

遺物は第 1層下面から第 2層にかけてであったが陶磁器片や現代の諸物を含んで、わり，整層

状態の認められる試掘坑はなかった。本来は，第 2層が縄文時代中期の遺物包含層であったこ
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山角遺跡

Z 
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とは確実であるが，戦前からの果樹栽培によって全面的な撹乱がおこったものと考えられ，出

土遺物の磨耗と細片化がこのことを物語っている。各遺物については後述するが，現代の諸物

や胸磁器片を除けば，すべて縄文時代中期の阿高式系統の土器片であり，石器石片は同期の所
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山角遺跡

産として大過ないと考える。

出土した土器片総数は表面採集資料を含めて 657点、，内訳は試掘坑A112点， F524点，その

他の試掘坑21点である。石器石片の総数は331)札内訳は試掘坑A106点， F 224点，その他1

点である。このことから，遺物総数988点の98%がAおよびF区において得られたことになり，

遺跡は第3図の三角洲状の畑地の南端部付近に辺在していたことになる。したがって遺跡は小

規模のものであり，村木川の水流と後世の果樹栽培によってかなり損壊を受けたことになる。

かかる遺跡の状態から得られた遺物群であるが，以下に内容を述べることにする。

土器

太形回文土器とその系譜下にある土器のみに限られる。提示した資料総数は49点である。い

ずれも小片であり，全器形を窺える資料はなく，便宜上口椋部・胴部・底部にわけで述べるこ

とにした。口縁部の細分類については太形回文の種類と組合わせ，土器における施文の部位等

によることとし，器形については観察可能の範囲にとどめた。なわ，提示した全資料の記号は

1 ~49の通し番号とした。写真国版中の番号もこれと符合させた。細分類に当たっては，縄文

中期阿高式土器系の標準的分類が確立されておらず，便宜上，坂の下遺跡調査報告書における

分類の傾向を参考としたが，かならず、しも本稿の分類とは一致していない。

1 類としたのは第 4 国 1~3 であり，口唇部がゆるく波形を描くが山形等の起伏をもたず\

施文は太い凹点のみを口縁下際に限って施す一群である。 1は2段の太形四点列を有し，凹点

は縦長楕円形である。施文具は太白のへラ状のものを用いており，凹点の底にはゆるい稜を残

している。 2は， 1と基本的に同ビ文操構成であるが2段の凹点列の下際に凹線1条をもって

頭部以下を区切ってわり，以下はゆるい張り出しの胴部に連なるものであろう。 3は，ややう

す手のもので一見無文とも見えるが口縁直下に太い凹点を 1段配しており，内側には横方向の

調整を施している。 3 点いずれも滑石末の混入著しいが3 は黄灰色の胎土で25~27 と酷似した

胎士で¥ある。 2類としたのは第4図4・5である。回文施文部は l類同様であるが凹点と凹線

を併用している。ゆるくくびれた頭部，ゆるく張りだす胴部をもっ器形であるが底部は不明で

ある。 4は，ゆるやかな波状口禄をもつが部分的に高く作られた「波形」の直下に凹点とそれ

をつなぐ凹線がある。さらに 1条の凹線が頭部を横走し，以下は無文で放置されてわり，胎土

に滑石の混入著しいo 5は， 4とほぼ同様の器形であるが，頭部の凹線は 4に比して弱く滑石

の混入は4ほどではない。 3類(第4図6・7)は口縁下際に直線ないし曲線の回文を描くも

ので，施文具の幅はやや狭く，ヘラ状のものである。肉厚の器壁は胎土に多量の滑石を含んで

いる。 6は殆んど直立する口縁部であり， 7は口縁に近い頭部から腕部辺である。 4類(第4

図8~10) は口縁下際に斜の田線を連続させている。やや細目のヘラ状施文具を用いており，

やや萎縮した感ヒをあたえる。いずれも肉厚で，胎土に多量の滑石未を含んでいる。 8・10は

やや外反する口縁部である。 5類(第4図11・12)は基本的には 4類に入るが凹線がより萎縮

-159-
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山角遺跡

した感じのもので直立または横走する凹線は不揃いでかつ脆弱な感じをもたせる。 11・12とも

に頭部から，やや強自に張り出す胴部を推測させる。滑石の混入は共に微量である。 6類(第

4 図13 ・ 14，第 5 図15~20) は口縁部が平縁で，下擦に 1~2 条の太い田線をめぐらしており，

本遺跡の資料では 7委員とともに最も多い。口縁断面形を見ると，殆んど在立するもの (17・20)

と僅かに外反するもの(13 ・ 16~18) がある。施文は凹い鈍端なものが使用されている。 17 ・

20はいずれもややうす手であるが他は肉厚で胎土に多量の滑石を含んでいる。 7類(第5図

21 ~28)，無文のもので，ややうす手の口縁部をもつものを一括した。 25~28は，うす手で、黄灰

色の胎土に滑石を多量に含み，ゆるい山形口縁のなかに小さな波形を描いており，内面には横

方向の調整痕を残している。 24 ・ 28はいずれも小規模な山形をもっている。 8 類(第 5 函29~

31)は，厚い粘土帯ないし粘土紐をもって頭部に重厚な粘土帯を断面三角形にして貼付し，口

縁部に複雑な文様を粘土紐によって描いている一群である。 29は口縁部と頭部に太い粘土帯を

めぐらし，口縁部のそれは丸みをおびて一端を完結させ，頭部の粘土帯は末端を完結させて，

X字状に交錯させている。 30は29と同一個体と考えられる。 31は口縁部貼付の粘土紐を口縁の

ゆるい波形部でひきはなし，一見把手状に左右から結びつけている。器形としては，頚のくび

れは弱く，胴部の張り出しも強くないようであるが，他類に比して器壁がうすく口縁部の装飾

性が著しく，滑石の混入は微弱で、ある。もはや阿高系の特色である凹文の伝統をはなれている

感がある。 32は断面形半丸の凸帯を口線下に 1条めぐらせたものであるが，ゆるい山形口緑を

描くようであり， 9類(第 6図)として分けた。滑石の混入はない。

胸部として提示したのは第 6 図33~37である。 33 ・ 34は，第 4 類口縁部の一部とも考えられ

32 33 34 
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Fig.6 出土土器③
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山角遺跡

るもので斜の凹線を見せている。 35も同類と考えられるが，凹線がより萎縮している。 36・37

は棒状の施文具を器壁に直角にして施文した感じがあるが，不規則であり，整一性がない。 37

は，海獣の背柱骨を押しつけたような持殊な圧痕を見せており，棒状ないしへラ状の施文具に

よるものとは考え難い特殊な胴部である。 36以外はいずれも滑石の混入が著しい。

底部として得た資料は12点(第 7 図 38~49) である。底部が丸底気味の立上りを見せるもの

-1類 (48)・底部から強く外反して立上るもの-2a 類 (38 ・ 42~45) ・底部から外傾して直

線的に立上るもの-2b 類 (39~41 ， 46・47)がある。底部2類はいずれも僅かに上げ底気味

人」二二 二A 二
38 39 40 

//白

==(/~!J 
42 43 44 

45 46 47 

48 
¥
 

己ζ二フ/

o 10 Cm 

Fig.7 出土土器④

今
、

υ
P
O
 



山角遺跡

になっているが， 2 b類はその点が微弱である。 41以外に底部に施文したものはなく，底面に

も特に施文はないが49には指頭による整形の痕跡がある。

以上，山角遺跡出土の土器群と概観したが，①胎土には滑石を混入したものが多く，縄文中

期土器の特色の l点は首肯できる。②太形凹文の施文部は口縁部下際に限られるものが多く，

胴部施文は殆んど見られない。底部においてまた同様で、ある。③凹文には鈍端な棒状ないしヘ

ラ状のものもあるが，細く浅い凹文を施すものがかなりあり，萎縮した感じのものも多い。口

縁部に粘土紐を貼付した装飾性の強いものもある。④器形全容を知り得るものがないが頚部の

くびれはゆるく，胴の張り出しもゆるやかな深鉢形と口様部が直立する碗形が多い。以上の点が

指摘される。

山角遺跡の中期土器群は，全体としてはいわゆる太形凹文を特長とする岡高式土器の系譜の

中で把握できるが，全体乙して施文に規則性が乏しく，施文部も口縁下際に限られ，かっ萎縮

した感ビのものが多く，太い棒状施文具や指頭による雄大な文様構成に乏しい。施文具として

太い棒状具と認められるのは， 1・4・13・16・18・19であり，胴部施文を推測させるのは 7

のみで，底部施文が見られるのは41のみである。胴部や底部にまで雄大な国文を有するものは

多良山塊では山茶花遺跡(第15国13)があり渦巻状の凹文や横位の「わらび」形と凹点凹線を

組むものもある。多良山塊ではないが，宇久町長崎鼻遺跡(第15図 2)も同様で，員塚の中か

らは，先行形態とされる並木式土器も検出されている。山角遺跡の土器群中 3・4類としたヘ

ラ施文の土器は，中期土器では新しい方に属すると考えられ南福寺式土器の影響を考える必要

があろう。 8類とした粘土細ないし粘土紐を貼付した一群も同様であろう。第8類とした無文

の一群は，出土例を大多武池遺跡(第15図14)に認めることができる。総ビて本遺跡の土器は

縄文中期土器の中では新しく，有明海や八代海沿岸地方の影響をうけたものと解されよう。

石器

山角遺跡で得た石器資料は総数 331点，本報に提示した石器資料の内数は58点である。 58点

の内訳を使用材質よりみれば，黒煙石製50点，安山岩質素材8点であり，黒煙石の比率約84%，

安山岩質素材16%である。総数 331点、についてもほぼ同じ比率である。石器の種類別に58点を

見ると，石鍛13点、(黒煙石13点，安山岩製0)，播器10点(5， 5)，プレイド19点(19，0)， 

使用痕のあるプレイド10点 (10，0)，石核4点(3， 1)であり，安山岩製の良好な縦剥ぎの

剥片 2を提示している。黒擢石の使用率が著しく高く，両石材が同等の使用率を示すのは掻器

のみであり，比較的大形の石器を作る場合，九州地方で得られる黒煙石の原石が大形の石器製

作にたえる規模のものが少ないことを示している。

石器群について略述してみよう。石鍛13点はすべて黒擢石製である。剥片鍛は 5点(第8図

1-5)，本遺跡で、多量に得られた縦長の剥片を素材として製作され，裏面は母核からの剥離面

を広く残し，基部の挟入加工と先端を尖らす加工が見られる。表面また同様で、ある。このため，
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全体としての形が，将棋の駒の下辺に扶りを入れた形状をしている。全長20rnm程度と小形のも

のが多く，黒色の光沢ある石材を使用している。鋸歯状鍛2点(第8図6・7)，基部の挟入加

工深く，全打製。いずれも微細な二次加工を全面に施し，両側縁に鋸歯状の加工がある。 2点

とも欠損部があるが全長30mm程度で、剥片鍛よりやや大形である。第8図8-13は全打製鍛であ

るが， 8は乳黒色半透明の黒煙石を用い，先端部がやや駒形に近い。 9は，本稿石銭中最大の

もので，現存長27mm，基部の挟入はなく二等辺三角形である。磨耗著しく加工の状態はわかり

にくい。 10は9と形状ほぼ同様で、あるが，全長 22mmとやや小形である。 11-13は，基部挟入

が深く，形状は整ーである。 全長24鵬程度で，本稿石銀の中では中程度の規模である。プレ

イド(第9図14-32)19点、は，規模の大小はあるが，縦長の整ーな剥離技術をうかがわせる一

群であり，すべて黒色の良質の素材が使用されている。すべて，表面に 1-2系の稜を残し，

裏面は母核からの剥離痕をそのまま残している。打撃面は調整されているものが殆んどでみる

が，一部に自然面を残すもの (15・18・20・22・24・29)があり，母核から早期に剥離された

ことを示している。資料の中には，剥離されたままのものがあり (15・18・23・24・26・28・

29)，全長は 30m皿を境にして大小2様があり， 7点についていえば15(27mm)， 18 (47mm)， 21 

(49mm)， 23 (46mm)， 24 (30田m)，26 (40皿)， 28 (20mm)， 29 (36mm)を計り， 40mmをこす長大

なものが多く，折損した資料についても，原状は長大な都片であったことをうかがわせるもの

が圧倒的多数を示している。後述する使用痕のある剥片についても，ほぼ同様のことがいえる。

剥片鍛は，この長大な縦長の剥片から得たものである。 使用痕のある剥片10点、(第10図33-42)

は，プレイドの両側もしくは片側に刃こぼれの観察される資料群で，前掲の長大な資料群を使

用している。両側に使用痕の認められるのは 5点 (34・35・36・39・40)と，片側使用例とが

数半ばしている。掻器は総数10点，黒煙石製5点(第11図43-47)，安山岩製5点(第14園48-

53)と，数半ばしている。黒耀石製は，幅広の剥片を利用したもの (43・45・47) と縦長のブ

レイドを利用したもの (44・46) とがある。いずれも剥片の片側に局部的な二次加工を施して

いる。黛擢石製石核は3点(第13図48-50)である。 48は黒色の角喋状原石を用い，打撃面の

調整を行った後，剥離を行っており，打撃面とほぼ直角に加撃されている。 4枚の剥片を剥取

ったJうとがあり，本稿で前述した縦長のプレイドを剥離している。上面より見れば，剥離も最

終段階に近い資料といえよう。 49は角喋状の黒色原礁から，幅の広い剥片を挺離している。打

撃面は調整を行わず，自然面にそのまま加撃している。例数が3点に限られるので速断は避け

る必要があるが，提示した資料に関する限り，縦長の軒片を作る石核は打撃面を調整し，幅広

の剥片を作る石核 (49・50)は，自然面に直接加撃していることになる。前者の場合は前述し

た縦長のプレイドの多数例によって，後者の場合43・45・47の資料(掻器)の打撃面により観

察すれば，少例の石核ながら， 2様の石核があることが首肯できょう。

安山岩製石器は 8点，内訳は掻器5点(第14国51-55)， 縦剥ぎの剥片 2点(第14園56・57)

石核1点 (58)である。掻器 5点は，いずれも大形の剥片の 1辺に二次加工を施しているが，
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山角遺跡

整ーな剥片を利用したものではない。本遺跡の安山岩剥片としては， 56・57に見る縦剥ぎの剥

片があるが， 52はこの種剥片の片側に微細な二次加工を施している。二次別工の精鍛なものは

53であり，両面からの加工が施されている。 56・57は縦剥ぎの剥片で整ーな形状を見せる。い

ずれも自然面を残した石核から剥離されており，打撃面と剥離面のなす角度はいずれも 105。

程度である。この剥片を石器に利用したのが前述の52である。 58は安山岩製石核であるが，全

面にわたって剥離が行われ， 56・57等の剥片と直接に結ひeつく資料ではな Lミ。

山角遺跡の石器を概観してみて気づくことがあった。①石鍛の中で全打製鉄の内，鋸歯状の

側縁をもつもの(第8図6・7)があり， 従前指摘されていた有明沿岸地域に共通する傾向が

見られること。但し，前掲の長崎鼻遺跡(中期)や五島列島諸遺跡やつぐめのはな遺跡(第15

図22)等に見られるサイドプレイド状の石鋸や巨大な鋸歯状鍛が見られないこと。②縦長の剥

片が石核を伴ってまとまった量の出土があり，幅広の剥片も石核を伴っており，前者の石核と

後者の石核は打面調整の有無によって明瞭に区分されること。③石錘や尖頭部をもっ磯器群が

認められないこと。④磨製石器を伴っていないこと。以上の点である。

石鋸と称される鋸歯状加工のある剥片石器は西北九州，殊に五島列島など外洋沿岸部の縄文

中~後期遺跡に見られているが，こと鋸歯状の鍛の場合は山地形に立地する遺跡にわいても認

めることができる。鋸歯銀以外のものは逆に言って沿岸部に限局されることがほほ市在実である。

このことは，鋸歯;1犬剥片石器の技術は，縄文中期から後・晩期にかけて西北九州に盛行したこ

とが首肯されるとともに，沿岸部で使用されるものと，内陸部ないし山地形で使用される鋸歯

状剥片石器とが，使用目的によって区分されていた可能性が指摘されるものといえよう。沿岸

遺跡で見られるサイドプレイド状の石鋸ないし，二等辺三角形の長辺に鋸歯状加工を施す剥片

石器，あるいは，前掲つぐめのはな遺跡の安山岩製巨大鋸歯状鍛は，沿岸部での漁携に強くか

かわるものといえようが，内陸部や山地形での使用にも十分な機能を果たすものと考えられる。

向後，山地形に立地する遺跡にわいて鋸歯状鍛以外の石鋸が検出される可能性なしとしないが，

現時点にわいては，鋸歯状鍛以外の石鋸出土例の知見はない。かかる鋸歯状剥片石器群の地形

による「使い分け」の意味するものは，単に機能の差のみを意味するものか興あるところであ

る。④の点については西北九州沿岸の縄文遺跡において顕著な石器であるが，中期においては

浜泊遺跡(第15図4)以外に出土例に接していない。近年においては，長崎県のみの遺跡にお

いてであるが弥生時代後期にまで出土例のある遺跡が増加しつつあり，三軒屋貝塚(弥生後期)

里田原遺跡 4弥生中期)・今福遺跡(弥生後期)で確認されている。かかる現象は，特殊な立地

による地域現象と見るか否かは別として，きわめて海洋性の強い石器である点をより強調する

ものであり，逆にいって，多良山塊縄文遺跡の対象的性絡を強調する傍証となる石器であろう。
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〔参考〕

1.正林護「小長井町の先史古代J 小長井町郷土誌 1976 小長井町

2.小田富士雄「五島列島の弥生文化 総説編」人類学考古学研究報告第2号 1973長崎大学

医学部解剖学第 2教室

3. 寺師国見守巴後水俣南福寺貝塚一南福寺式土器一J 1939考古学10-7

4.県教委の分布調査による。

5. 県立宇久高等学校に同遺跡出土の好資料が多く所蔵されている。

6. 正林護「つぐめのはな遺跡の概要」長崎県考古学会報 2 1974 長崎県考古学会

7.安楽勉・藤田和裕 ii兵治遺跡」長崎県埋蔵文化財調査集報第45集 1979長崎県教育委員会

8.松藤和人・諌見富士郎・古田正隆「口之津貝塚(旧称三軒屋貝塚)及び口之津蜂火遺跡調

査報告」百人委員告埋蔵文化財報告第 5集 1975 百人委員会

9. 正林・高野・藤田・安楽・井上「里田原遺跡J 長崎県文化財調査報告第25集 1976 長崎

県教育委員会

10. 県教育委員会により，昭和53年以降調査が続行されている。
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4. 多良山塊の

縄文中期遺跡

(まとめにかえて)

長崎県において発掘

調査された縄文中期遺

跡は数少なく，古くは

有喜貝塚(第15図16)が

あり，西加藤遺跡(同

1)・長崎鼻遺跡(同 2)

つぐめのはな遺跡(同

21)・三会海中子潟遺跡

(問17)・浜泊遺跡(同4)

等の海岸部遺跡が調査

されている。いずれも，

太形凹文土器を出土し

ており，つとに指摘さ

れてきた鯨の背柱骨の

山角遺跡

==-=一ーープコ:::;:::::==-
57 

開
国

Fig.15 出土石器⑥

圧痕を底部に残したものも知られている。遺跡数としては20箇所をこしているが，海岸部遺跡

の場合，縄文後期層の下部に遺物があるものの，包含層をもつものが少ないという状態での「出

土」状態が指摘されている。この中で前掲の遺跡群は良好な遺跡状態にあり，長崎鼻遺跡では

各種の鋸歯状剥片石器に大小2類の石錘が発見され，つぐめのはな遺跡では安山岩製の巨大な

鈷先状の鋸歯銀と横形石匙が鯨骨群とともに検出されている。浜泊遺跡では，従前，縄文中期

土器に確実に伴った例の稀少な尖頭部をもっ磯器が伴っていた。いずれも海洋依存の生活形態

を強く残すもので，長崎県の離島や外洋沿岸部の実像に迫る遺跡内容であった。

一方，内陸部ないし山間部における縄文中期遺跡の調査は少なく，下本山岩陰遺跡(同23)， 

岩下洞穴遺跡VI層以上の包含層(同 7)・川頭遺跡(同15)等の例が挙げられる程度である。下

本山j同穴では， 400点以上の土器資料が得られているが凹文の施文部は口縁下際に施されるも

のと無文で放置される土器口縁部と底部が目立ち，胴部の少ない点が指摘されているが報文に

よる限り比較的後出の土器のようである。岩下洞穴ではVI層以上の各層に阿高系の土器が各微

量出土しているが， II. m層に比較的点数を見るようであり，石器よりしても Eまたは面層の

時期に中期遺跡が成立したものであろう。 JII頭遺跡(同15)ではビーカー状の深いピットの底

に大ぷりの中期土器片と礎群を有し副葬品と考えられる遺構と，小児人頭大の礁による集石遺

F
D
 

mi 
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構が認められているが，生活遺構は検出されていない。山茶花遺跡(同13)発掘調査を経てい

ないが小例の先土器遺物と押型文土器を除けば豊富な中期遺物が発見されており，有力な遺跡

が包蔵されている可能性が強い。石器では，石鍛群と安山岩製の大形掻器と横形石匙が特徴的

である。

このように見てくると長崎県における縄文時代中期は，海岸部において遺跡数が比較的多く

共伴石器も幾分明らかなようであるが，内陸部や山地の場合，洞穴遺跡を含めてその実態は明

'瞭でなく，殊に多良山塊中腹域の高燥地域には遺物出土地は認められるものの調査を経ていな

い現在では殆んど不明の状態にあるといえよう。但し，中期土器片が見られるのは 250~350m

の主峰群直下の湧水地に多いこと，横形の石匙(殊に安山岩製の)と，大ぷりの剥片を利用し

た掻器群が伴うらしいこと， JlI頭遺跡の例によれば，中期の土壊(墓?)は深いビーカー状に

なるらしいこと，集石遺構も伴う可能性があるらしいこと，等を今後の調査や研究の参考とな

り得るであろう。

本報の山角遺跡の場合，資料を提示するにとどまる報文内容とはなったが，対岸の水田地帯

等での遺物を今後とも期待することにし， 多良山塊の大多武池遺跡(同国14)，川頭遺跡その

他の遺跡の精査の機を得たい。なわ，本稿中の遺跡名等に関する参考文献等は第 l表に記した

ことを了解されたい。

対馬16般

o :〈6毛0主2 

わ。
B 

五島灘

長崎県

も
。

Fig.16 県内縄文中期土器出土地分布図
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第 1表 長時県内縄文中期土器出土地一覧表

No. I遺 跡名

1 1西加藤遺跡

2 1長崎鼻遺跡

所在市町村

豊玉町

文献・参考事項 道関嚢蕗

坂回邦洋「西加藤遺跡」長崎県文化財調査報告書第 I1-52 

17集 1974長崎県教育委員会

小回富士雄「五島列島の弥生文化総説編」人類学考 18-31 

古学研究報告第 2号 1973長崎大学医学部解剖学第

2教室

内藤芳篤他の調査による 19-8 

安楽勉・藤田和裕「浜治遺跡」長崎県埋蔵文化財調

査集報n1979長崎県教育委員会

岐宿町 i県・町教育委員会の調査(1971)報文未刊 114-8 

福江市 i正林護・安楽勉「白浜貝塚」福江市文化財調査報告 116-16

i第2集 1980福江市教育委員会

佐世保市 (麻生優「岩下洞穴の発掘記録J 1968佐世保市教育委 122-98

宇久間I

3 I頭ケ島白浜遺跡 l有川町

4 1浜泊遺跡、 l有川町

5 1鰐111貝塚

6 1白浜貝塚

7 1 ，岩下貝塚
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大島町 l久原巻二「大島町の古代J 1979大崎高校

大瀬戸町 1;富里子普司他「串島遺跡J1980電源開発株式会社・長

崎県教育委員会

長崎市 |内藤芳篤他「深堀遺跡」人類学考古学研究報告第 l

号 1967長崎大学医学部解剖学第2教室;

篠崎天民氏の表面採集による

正林護「小長弁町の先史・古代J 1976小長井町誌

県教委の踏査による

三和町

小長井町

大村市

員会

25-47 

29-62 

32-304 

28-5 

28-2 

諌早市教育委員会の調査による。報文未flJ 1 28-22 

浜田耕作他「肥前国有喜員塚発掘報告」人類学雑誌 130-30

41-1・2 1926 

古田正隆「島原市の海中干潟遺跡J 1974百人委員 131-56
A 
Zえ

正林護・高野普司「水の窪遺跡J 福江市埋蔵文化財

調査報告書第 1集福江市教育委員会

正林等の現地踏査による 129-65 

内藤芳篤他「宮下遺跡調査報告」図録篇長崎県文化 116-19

財調査報告書第7集 (1968)，解説篇同第9集

(1971)長崎県教育委員会

小長井町 |入江光秀氏の表面採集による

諌早市

諌早市

17 I三会海中子潟遺跡 i島原市

18 1水の窪遺跡 l福江市

19 I茂木片岡I遺跡 l長崎市

20 I宮下貝塚 l富江町

21 I日島遺跡

22 Iっぐめのはな遺跡 l田平町 正林護「つぐめのはな遺跡の概要」長崎県考古学会 119-94 

報 2 1974長崎県考古学会

23 I下本山岩陰遺跡|佐世保市 |麻生優「下本山岩陰」日72佐世保市教育委員会 22-109 

Tab.l 県内縄文中期土器出土地一覧表
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山角遺跡

5.滑石と縄文式土器

九州西部の縄文前期曽畑式土器や問中期阿高式土器の胎土に滑石粒ないし滑石末が混入され

ているものが多いことはっとに知られており，独特の光沢と滑らかな手触りをしばしば経験し

ている。滑石は爪でもって容易に傷つけられるほど軟かく，かっ努解性が低いので，弥生時代

.には，微細な加工のある石錘として加工され，古墳時代の子持勾玉や形代，歴史時代の経簡や

仏像の素材としてしばしば登場する。粉末として利用されるのは，縄文式土器の胎土に混入す

るほか，民俗例として粉末を布にくるみ加熱して湯タンポ同様の用途に用いることが知られて

いるが滑石の高い熱滞留効率が利用されるものである。曽畑式土器と関連ありとされる韓国の

土器に石綿が混入され，沖縄県波具知東原遺跡出土土器に石灰岩末が混入されているのは同ピ

意図によるものであろうか。曽畑式土器から，アート紙光沢材・シッカロール等の薬剤に至る

まで広く長く用いられる理由は，加工の容易さと滞熱性の利用に目的があったと解される面が

ある。 i温石」の名が和考異に見えるのは滑石のことで現今もこの名で呼ばれている。

この 2つの特性を最大限に活用し，量産されたのは「石鍋」であるが，しばしば中世遺跡で

出土しており，畿内からグスク時代の沖縄にまで分布出土している。ホゲット石鍋製作所遺跡

は1山塊に11箇所の粗型石鍋製作所を擁し，他にも西彼杵半島には10箇所以上の製作所を数え

るが，石鍋以外の器物も散見されている。製作所遺跡の年代はC-14測定によれば11世紀前半

の値が出ているが，それ以前の滑石「採掘」については確証はいまのところない。

滑石鉱床は長崎県西彼杵半島に広く見られ，蛇文岩の上盤に厚く付着する変成岩であり，数

lOcmから 1m以上の厚みがある。福岡・山口県でも滑石の露頭があり，紀州温石の名も知られ

ているが，知る限りにおいては西彼杵半島の滑石鉱床は最も規模大であり，かっ利用の歴史と

規模が大きいようである。

〔註)

1.筆者の実見によれば，渡具知東原遺跡の曽畑式土器に滑石の混入はない。

2.知念勇氏等の教示による。

3.正林護・下川逮捕「大瀬戸町石鍋製作所遺跡」大瀬戸町文化財調査報告書第 1集 1980 

長崎県大瀬戸町教育委員会

4. 本報

5内鎌田泰彦「西彼杵半島の滑石J 3に同じ。
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(付)滑石製石鍋の炭素測定値



滑石製石鍋の炭素測定値

正林護・下川達捕

最近の考古学調査は古代・中世史の研究にも大きな成果をあげてきている。従来まで文献に

依存する度合が大きいこの分野も都城あるいは寺院跡などの調査は行われていたが，次第に庶

民生活の実態をも解明する方向まで進んできた。そのような状況の中で西日本一帯に顕著に眺

められる資料のーっとして滑石製石鍋がある。東は畿内地方から南は奄美大島から沖縄に及ぶ

までの広い分布範囲を示すこの資料に対する研究は，特に製作目的と使周年代の上で大きな疑

問となっていた。

長崎県西彼杵半島の山中にこの石鍋を製作した跡が各所にあり，おびただしい量の未製品や

欠損品とともに岩壁面に取り残された粗型品が付着しているということは，古く明治時代から

知られていたことである。ところがこれらの製作跡が奥深い山中に存在するところからあまり

眼にふれるところが少なく，これまで一部の研究者達が足を踏み入れて資料の採集と確認と観

察を行い，石鍋製作の工程を確

認・模式図化するにとどまって

いた。

昭和54年に大瀬戸町教育委員

会の事業として町内での石鍋製

作跡の詳細分布調査と ，その中

のホゲット製作跡群の重点調査

が実施されたのである。これか

ら述べる年代測定の資料として

検出されたたき火跡の炭化物は，

このホゲット製作跡群の第 6製

作跡試掘坑で発見されたもので

ある。

試掘坑は石鍋製作の痕跡を顕

著にとどめる壁面(北西壁)に

添って5mX幅1mを設け，現地表

面下3mまで掘り進んだが大石群

のために基盤面までは到達し得

なかった。発掘での層序は 1-

V層までが確認され，土層内に ホゲッ卜石鍋製作所遺跡第6製作跡における「たき火」跡
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おける腐植土や石鍋資料の混入具合からは 1. n層，国 .N層及びV層に大別される。この内

で石鍋資料を最も多量に含むのが田 .N層であり，問題のた き火跡はE層と困層の接点で発見

されたのであるが，一応発掘での層序ではE層最下面として把握した。

たき火跡は岩壁に接して直径約1.2mのほぼ半円形を呈し，炭化物を中心に周辺の土層は熱に

よって赤褐色を示していた。炭化物は詳細な観察によると 4つの層からできているが，ほぼ同

時期に形成されたもので時間差はほとんどないことがはっきりしていた。なおこの層中に製作

跡では見られない内外に研磨を実施した石鍋欠損品の出土があった。

今回このたき火跡より採集した炭化物による年代測定についての報告は下記のとおりである。

大瀬芦町教育委員会 殿

昭和ララ年 3月 28日

協技第 9084 号

訳日本アイソートーフ~thJ，~会
東京都文京区本駒込三丁目28番45号
電話東京 03(946)7 1 '.'，1二1

匡主主j

測定結果報告書

昭和ラ5年 3月 日に受取 りましたCー 14試料 2 個の測定結果がでま したのでご

報告します。

当方のコード

N-380ラ

N-3806 

依頼者のコード

Hog-6 

C -14年代

915土 70yB.P.(88ラ土 70yB.P.) 

970士100yB.P.(940土 9ラyB.P.) 

年代は "Cの半減期 5730年(カ yコ内は Libbyの値 5568年)にもとづいて計算され、

西暦 1950年よリさかのぼる年数 (yearsB.P.)として示されています。付記さ れた年代誤

差は、放射線計数の統計誤差と、計主主管のカ'ス封入圧力および温度の;先取の誤差から計算さ

れたもので、 "C年代がこの範囲に含まれる硲率は約 70%です。この範囲を 2{音に拡げま

すと任率!.t約 95% となリます.なお "C年代は必らずしも真の年代とひと しく♀い事にi抑

圧苔:下さい。 (i却希望の方にはこれに関する参考文献を差し 上げます。)

この測定結果についてコノントがございま したならば、是非お聞かせ下さいますようお将

、、巾し上げます。

側定結果で見るC-14年代は，誤差の範囲を加えてもほぼ西暦1.000年代となり，弘長の譲り

状 一 (仁和寺文書)や，土師器での糸切底の出現，あるいは遺跡で共伴する大陸系の青白磁，

貨幣などから考察した 「滑石製石鍋考J (下川1974)ほかの平安時代~鎌倉時代初期の年代とほ

ぼ一致するところである。 (文責下川)
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